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第５次宇都宮市高齢者保健福祉計画・第４期介護保険事業計画の策定に係る 

アンケート調査について 

 

平成２０年７月３日 

宇 都 宮 市 

（保健福祉部高齢福祉課） 

 

１ 調査の概要 

(１) 調査の目的 

   第５次宇都宮市高齢者保健福祉計画・第４期介護保険事業計画の策定に先立ち，高齢者

の健康づくりや生きがいづくり，各種保健福祉サービスの利用意向等に関する意識調査を

行い，本市の高齢者福祉施策の推進に関する方向性を検証するため，アンケート調査を実

施した。 

 

(２) 調査の概要 

 ① 調査地域 宇都宮市全域 

  ② 調査対象  

   ・ 高齢者調査（６５歳以上の要介護認定を受けていない市民２，０００人） 

   ・ 若年者調査（満４０歳以上６５歳未満の市民１，２００人） 

 ③ 抽出方法 住民基本台帳から単純無作為抽出 

  ④ 調査方法 郵送法 

  ⑤ 調査期間 平成２０年３月１４日～３１日 

⑥ 調査項目 

  ・ 現行計画の施策体系に基づき，関連する事項の現状及びニーズを把握するため，調査

項目を設定した。 

  ・ 前回質問項目を精査し，真に計画策定に必要な項目のみとした。 

  ・ 前回と同じ質問項目で，経年変化を追うものの他，社会情勢等の変化により，今回の

計画に反映させるために，新たな質問項目を追加した。 

   

ア 高齢者調査（全２６問） 

・ 回答者属性（性別，年齢，居住地域，世帯の状況，職業） 

・ 外出・就労・生きがいづくりについて 

・ 住まいについて 

・ 地域とのかかわり等について 

・ 各種保健福祉サービスの情報入手状況・認知度・利用意向等について 

・ 介護保険について（制度の認知度，保険料の負担感など） 

   

参考資料２
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イ 若年者調査（全１２問） 

・ 回答者属性（性別，年齢，居住地域，世帯の状況，職業） 

・ 老後の就労の意思や生きがいづくりについて 

・ 高齢者の介護について 

・ 各種保健福祉サービスの認知度等について 

・ 介護保険について （制度の認知度，保険料の負担感など） 

 

 

 (３) 回収結果 

① 高齢者調査 

標本数 有効回答数 有効回答率 

２，０００ １，２７８ ６３．９％

  ② 若年者調査 

標本数 有効回答数 有効回答率 

１，２００ ４８５ ４０．４％
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２ 高齢者保健・福祉に関するアンケート調査結果 

Ⅰ 高齢者調査【対象：６５歳以上】 

【問２】以下の各質問について，それぞれあてはまるものに○をつけてください。 

（１）  性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）  年齢 

 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度 

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

65～69 歳 404 31.9% 664 32.8%

70～74 歳 362 28.6% 627 31.0%

75～79 歳 284 22.4% 422 20.8%

80～84 歳 147 11.6% 215 10.6%

85 歳以上 70 5.5% 97 4.8%

無回答 11
    

- 
23

    

- 

合計 1278 100.0% 2048 100.0%

 

 

 

 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

男性 578 45.7% 939 46.5%

女性 687 54.3% 1082 53.5%

無回答 13   - 27 -

合計 1278 100.0% 2048 100.0%

問２（２）  年齢

69歳～65
31.9%

74歳～70
28.6%

84歳～80
11.6%

79歳～75
22.4%

85歳以上
5.5%

問２（１）  性別

男性
45.7%

女性
54.3%



 

 ４

 （３）  居住地域 

 

選択項目 人数 構成比

本庁 386 32.9%

宝木地区 78 6.6%

陽南地区 74 6.3%

平石地区 58 4.9%

清原地区 55 4.7%

横川地区 53 4.5%

瑞穂野地区 28 2.4%

豊郷地区 81 6.9%

国本地区 23 2.0%

富谷地区 9 0.8%

篠井地区 6 0.5%

城山地区 44 3.8%

姿川地区 116 9.9%

雀宮地区 113 9.6%

河内地区 38 3.2%

上河内地区 11 0.9%

無回答 105 -

合計 1278 100.0%

 

 （４）  世帯の状況 

 

 
平成２０年度

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

本人だけの世帯 142 11.4% 226 11.9%

本人と配偶者のみ世帯 507 40.7% 854 44.9%

高齢者のみ世帯 89 7.1%

本人とその他の高齢者

のみの世帯 
- - 44 2.3%

その他の世帯 507 40.7% 779 40.9%

無回答 33 - 145

合計 1278 100.0% 2048 100.0%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

本
庁

宝
木
地
区

陽
南
地
区

平
石
地
区

清
原
地
区

横
川
地
区

瑞
穂
野
地
区

豊
郷
地
区

国
本
地
区

富
谷
地
区

篠
井
地
区

城
山
地
区

姿
川
地
区

雀
宮
地
区

河
内
地
区

上
河
内
地
区

問２（３）  居住地域

問２（４）  世帯の状況

本人だけの
世帯
11.4%

本人と配偶
者のみの

世帯
40.7%

その他の世
帯

40.7%

65歳以上
の高齢者
のみの世

帯
7.1%



 

 ５

 （５）  職業 

 

選択項目 人数 構成比

自営業 103 8.2%

会社員等（勤め人） 48 3.8%

農林業 48 3.8%

その他（パート等） 67 5.3%

無職 988 78.8%

無回答 24 - 

合計 1278 100.0%

 

 

 

 

問２（５）  職業

自営業
8.2%

会社員等
）勤め人（

3.8%

その他
）パート等（

5.3%

農林業
3.8%

無職
78.8%
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【問３】あなたの外出の状況についておたずねします。(主にあてはまるもの１つに○を) 

 

○ 平成２０年度調査結果              ○平成１７年度調査結果 

選択項目 人数 構成比

一人で外出する 702 57.3%

家族や友人などと外出

する 
466 38.0%

ほとんど外出しない 50 4.1%

外出しない 7 0.6%

無回答 53 -

合計 1278 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択項目 人数 構成比

自ら積極的に外出する 1552 82.4%

家族や友人など，付き添えの方

がいれば外出する 
245 13.0%

家族や友人など，付き添えの方

がいてもほとんど外出しない 
30 1.6%

外出しない 57 3.0%

不明 164 -

合計 2048 100.0%

問３  外出の状況

一人で外
出する
57.3%

家族や友
人などと外

出
38.0%

外出しない
0.6%ほとんど外

出しない
4.1%

・ 外出の状況については，今回調査では「一人で外出する（57.3%）」「家族や友人

などと外出する（38.0%）」となっており，９５％以上の高齢者が外出している。 

・ 前回調査結果でも，「自ら積極的に外出する（82.4%）」，「家族や友人など，付

き添えの方がいれば外出する(13.0%)」となっており，９５％以上の高齢者が日常的

に外出している。 
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【問４】現在の外出回数や希望する外出回数についてあてはまるものに○をつけてください。 

 

「現在の外出回数」と「希望する外出回数」について
（平成20年度）

41.1%

39.8%

11.2%

0.6%

0.2%

37.4%

45.2%

11.7%

0.9%

0.2%

7.0%
4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

毎日

週に２，３回

週に１回程度

月に数回程度

年に数回程度

その他

希望する外出回数

現在の外出回数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年度調査結果 

現在の外出回数 希望する外出回数

人数 構成比 人数 構成比

897 47.9% 211 43.0%

640 34.2% 204 41.5%

136 7.3% 32 6.5%

134 7.2% 33 6.7%

37 2.0% 4 0.8%

28 1.5% 7 1.4%

176 - 1557  

2048 100.0% 2048 100.0%

平成２０年度調査結果 

現在の外出回数 希望する外出回数選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

毎日 494 41.1% 237 37.4%

週に２，３回 478 39.8% 286 45.2%

週に１回程度 135 11.2% 74 11.7%

月に数回程度 84 7.0% 29 4.6%

年に数回程度 7 0.6% 6 0.9%

その他 3 0.2% 1 0.2%

無回答 58 - 633 - 

合計 1259 100.0% 1266 100.0%

・ 高齢者の現在の外出回数については，「毎日外出している」割合が 41.1%と最も多

く，「週に２，３回」が 39.8%の順になっている。 

・ 一方，希望する外出回数については，「週に２，３回」が最も多く，45.2%となっ

ている。 

・ 前回調査結果でも，｢毎日外出している｣割合が最も多くなっており，同様の結果

となっている。 



 

 ８

【問５】現在の主な外出先や，今後外出したい場所について（該当するものすべて） 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 

現在の主な外出先 今後外出したい場所 現在の主な外出先 今後外出したい場所選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 

商店（スーパーやデパー

ト含む） 
1027 31.8% 315 23.0% 1543 32.4% 193 20.7%

病院 807 25.0% 163 11.9% 1092 22.9% 93 10.0%

福祉施設 92 2.8% 99 7.2% 108 2.2% 98 10.5%

趣味や余暇活動の場（文

化・スポーツ施設） 
475 14.7% 402 29.3% 681 14.3% 253 27.2%

職場 117 3.6% 33 2.4% 185 3.8% 19 2.0%

友人や知人の家 441 13.7% 234 17.1% 674 14.1% 161 17.3%

市役所（出先機関も含む） 253 7.8% 113 8.2% 281 5.9% 77 8.2%

その他 17 0.5% 11 0.8% 186 3.9% 35 3.7%

無回答 45 - 659  - - - - -

合計 3274 100.0% 2029 100.0% 4750 100.0% 929 100.0%

「現在の主な外出先」や「今後外出したい場所」について（平成２０年度）

31.8%

25.0%

2.8%

14.7%

3.6%

13.7%

7.8%

0.5%

23.0%

11.9%

7.2%

29.3%

2.4%

17.1%

8.2%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

商店（スーパーやデパート含む）

病院

福祉施設

趣味や余暇活動の場（文化・スポーツ施設）

職場

友人や知人の家

市役所（出先機関も含む）

その他

今後外出したい場所

現在の主な外出先

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 現在の主な外出先としては，「商店（31.8%）」「病院（25.0%）」の割合が多くなっ

ているが，今後の外出したい場所としては「趣味や余暇活動の場（29.3%）」となってい

ることから，趣味などのために外出したいと考えている高齢者が多いと思われる。 

【その他の記述】 

・「旅行・温泉」 「散歩」 「畑」 「ボランティア活動」 「図書館」 「銀行」など 
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【問６】外出する際の手段，現在の外出手段及び将来利用したい外出手段について（該当する

ものすべてに○を） 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 

現在の外出手段
利用したい 

外出手段 
現在の外出手段 

利用したい 

外出手段 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 

徒歩 730 21.1% 270 14.5% 1049 22.3% 168 19.3%

徒歩（杖やシルバーカー利用） 55 1.6% 49 2.6% 77 1.6% 17 1.9%

自動車（自ら運転） 607 17.5% 186 10.0% 786 16.7% 108 12.4%

自動車（家族や知人が運転） 479 13.8% 237 12.8% 568 12.0% 110 12.6%

自転車（電動ｱｼｽﾄ付自転車含む） 502 14.5% 182 9.8% 734 15.6% 102 11.7%

バイク（原付・自動二輪） 50 1.4% 13 0.7% 77 1.6% 35 4.0%

車いす 2 0.1% 11 0.6% 9 0.1% 5 0.5%

電動三輪車 3 0.1% 37 2.0% 13 0.2% 8 0.9%

タクシー 197 5.7% 247 13.3% 256 5.4% 55 6.3%

バス 509 14.7% 377 20.3% 726 15.4% 160 18.4%

電車 330 9.5% 246 13.2% 391 8.3% 99 11.3%

その他 1 0.0% 3 0.2% 15 0.3% 2 0.2%

無回答 15     - 584 - - - -

合計 3480 100.0% 2442 100.0% 4701 100.0% 869 100.0%

「現在の外出手段」及び「将来利用したい外出手段」について
（平成２０年度）

21.1%

1.6%

17.5%

13.8%

14.5%

1.4%

0.1%

0.1%

5.7%

14.7%

9.5%

0.0%

13.3%

20.3%

13.2%

0.2%

2.0%

0.7%

9.8%

10.0%

2.6%

14.5%

12.8%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

徒歩

徒歩（杖やシルバーカー利用）

自動車（自ら運転）

自動車（家族や知人が運転）

自転車（電動ｱｼｽﾄ付自転車含む）

バイク（原付・自動二輪）

車いす

電動三輪車

タクシー

バス

電車

その他

利用したい外出手段

現在の外出手段

 

 

 

・ 現在の外出手段としては，杖やシルバーカーの利用も含めると「徒歩」が 22.7％と最も多

くなっているが，今後利用してみたい外出手段では，「バス（20.3%）」，「タクシー（13.3％），

「電車（13.2%）」の割合が高くなっており，公共交通の利用を考えている人が多い。 

・ 高齢者の外出手段として，公共交通が利用しやすいよう整備していく必要がある。 

９ 



 

 １０

 【問７】外出する際に不便に感じることはどのようなことですか。あてはまるものす

べてに○をつけてください。 

選択項目 人数 構成比 

バスの停留所や駅が遠い，バスの本数が少ないなど，公共交通機関が

利用しにくい 
389 29.5%

道路や歩道の幅が狭い，道路に段差や傾斜があり通行しにくい 311 23.6%

施設（建物）が使いづらい（段差や階段が多い，トイレが使いにくい

など） 
71 5.4%

特にない 542 41.1%

その他 7 0.5%

無回答 123 - 

合計 1443 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 仕事や生きがいについて 

【問８】あなたは現在，働いていますか。（○は１つ） 

  

平成２０年度

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

働いている 268 21.6% 493 25.6%

働いていない 971 78.4% 1433 74.4%

無回答 39      - 122      -

合計 1278 100.0%   

 

 

 

 

 

 

問８  現在，働いているか

働いている
21.6%

働いていな
い

78.4%

・ 外出する際に不便に感じることについては，「バスの利用に関して不便を感じてい

る」人が約 30％あり，バス利用に関しての何らかの改善が必要である。 

・ また，道路は「段差や傾斜があり通行しにくい」という回答が約 25％近くあり，さ

らに道路のバリアフリー化や段差解消に努める必要である。 

【その他の記述】 

・歩道に障害物（自転車など）が多い，バス代が高い，駐車場が少ない 

・ 高齢者の就労状況については，「働いていない（78.4％）」が「働いている（21.6％）」

を大きく上回っている。 

・ 前回調査から，働いている人の割合が４ポイント減った。 



 

 １１

【問８-１】問８で，「働いていない」と回答した方におたずねします。今後，働きたいとお考

えですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問８-２】問８で，「働いている」または問８-１で「働きたい」と答えた方におたずねしま

す。その理由は何ですか。(あてはまるものすべてに○を) 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

生活費が必要だから 215 22.1% 278 18.0%

働くのが楽しいから 166 17.1% 264 17.1%

健康によいから 264 27.2% 479 31.0%

友達ができるから 125 12.9% 153 9.9%

こづかいが欲しいから 143 14.7% 211 13.6%

退屈だから 49 5.0% 84 5.4%

その他 10 1.0% 72 4.6%

無回答 811      - - -

合計 1783 100.0% 1541 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度 

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

働きたい 141 15.7% 266 20.2%

働きたいが体の都

合等で働けない 
229 25.4% 331 25.1%

働きたくない・働

く必要がない 
530 58.9% 723 54.8%

無回答 71      - 728      - 

合計 971 100.0% 2048 100.0%

問８－２  働きたい理由（該当するものすべて）

生活費が
必要だから

22.1%

働くのが楽
しいから
17.1%

友達ができ
るから
12.9%

健康によい
から

27.2%

退屈だから
5.0%

こづかいが
欲しいから

14.7%

その他
1.0%

・ 高齢者の就労希望の理由として

は，「健康によいから（27.2%）」

となっており，自らの健康への関心

が強いことがわかる。 

・ 今回調査結果では，「生活費が必

要だから」という理由が前回調査結

果より約４ポイント上昇している。

・ 高齢者の就労意欲については，１割以上の人が「今後も働きたい」と考えている。 

・ 今後とも，就労の場の提供や相談機能の充実などに努める必要がある。 

【その他の記述】 

・農家だから，仕事をしなくては

ならない。 

・自営業だから。 

問８－１  今後働きたいか

働きたい
15.7%

働きたいが
体の都合

等で働けな
い

25.4%

働きたくな
い・働く必
要がない

58.9%



 

 １２

【問９】あなたは，現在どのような収入がありますか。(あてはまるものすべてに○を) 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

年金による収入 1188 64.5% 1795 65.0%

自営業・会社勤めなどの収入 172 9.3% 276 9.9%

株式・不動産収入 90 4.9% 159 5.7%

預貯金の取り崩し 303 16.4% 325 11.7%

家族や親族の援助 79 4.3% 162 5.8%

その他 10 0.5% 44 1.5%

無回答 39      - - -

合計 1881 100.0% 1881 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９  現在の収入（該当するものすべて）

年金による
収入
64.5%

自営業・会
社勤めなど

の収入
9.3%

預貯金の
取り崩し
16.4%

株式・不動
産収入
4.9%

その他
0.5%

家族や親
族の援助

4.3%

・ 高齢者の収入状況については，「年金による収入（64.5%」が最も多く，「預貯金の

取り崩し（16.4%）」，「自営業・会社勤めなどの収入（9.3%）」の順となっている。

・ 前回調査結果でも「年金による収入（65.0％）」が最も多く，同様の結果となって

おり，年金が高齢者の収入の柱であることが分かる。 



 

 １３

【問１０】あなたが現在やっていることで，生きがいを感じるのはどんなことですか。ま 

た，今後やってみたいことはどんなことですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 

現在の生きがい 今後やってみたい事 現在の生きがい 今後やってみたい事 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 

学習や教養を高めるため

の活動 
267 15.3% 217 16.9% 294 9.7% 173 11.7%

スポーツ（健康づくりの

運動なども含む） 
373 21.4% 249 19.4% 289 9.5% 109 7.3%

仕事・働くこと 244 14.0% 99 7.7% 476 15.7% 131 8.8%

ボランティア活動 139 8.0% 157 12.2% 187 6.1% 178 12.0%

老人クラブの活動 124 7.1% 74 5.8% 188 6.2% 100 6.7%

町内会や自治会の活動・

世話 
126 7.2% 61 4.7% 158 5.2% 62 4.1%

気のあった人たちとのグ

ループ活動 
343 19.7% 214 16.7% 426 14.1% 213 14.4%

青少年の教育や健全育成

に関する活動 
23 1.3% 45 3.5% 47 1.5% 73 4.9%

地域の児童等に関わる活

動（子ども会・ 

ＰＴＡなど） 

38 2.2% 54 4.2% － － － －

まちづくりや環境保全な

どに関する活動 
56 3.2% 110 8.6% 64 2.1% 127 8.5%

趣味の活動 － － － － 769 25.4% 273 18.4%

その他 8 0.5% 5 0.4% 120 3.9% 38 2.5%

無回答 340 - 660 - － － － －

合計 2081 100.0% 1945 100.0% 3018 100.0% 1477 100.0%

・ 高齢者が現在やっていることで，生きがいを感じることについては，「スポーツ(健

康づくりの運動なども含む)（21.4%）」が最も多く，「気のあった人たちとのグルー

プ活動（19.7%）」，「学習や教養を高めるための活動（15.3%）」の順となっている。

・ また，前回調査では「スポーツ(健康づくりの運動なども含む)」が約１割であった

が，今回調査では，20％を超えており，高齢者の健康への関心が強くなったことがわ

かる。 



 

 １４

【問１１】あなたは，下記の学習方法のうち，利用してみたいものはどんなことですか。 

平成２０年度

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

大学・専門学校等 38 2.7% 19 1.5%

市が主催する講座 390 27.4% 289 23.5%

テレビ・ラジオの講座  195 13.7% 283 23.0%

民間のカルチャーセンター 141 9.9% 7.8 6.3%

通信講座・同好の仲間 155 10.9% 7.8 6.3%

個人で学習 304 21.4% 280 22.7%

老人クラブ 193 13.6% 112 9.1%

その他 7 0.5% 93 7.5%

無回答 407 - 816 -

合計 1830 100.0% 2048 100.0%

 

 

 

 

 

【問１２】あなたは，どのような情報機器や情報サービスを利用していますか。(あてはまるも

のすべてに○を) 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度 

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

パソコン 213 14.9% 213 11.3%

携帯電話 379 26.5% 318 17.0%

ファクシミリ 141 9.9% 169 9.0%

ワープロ 67 4.7% 106 5.6%

その他 9 0.6% 95 5.0%

いずれも利用していない 620 43.4% 968 51.7%

無回答 120 - -  

合計 1549 100.0% 1869 100.0%

 

 

 

 

問１１  利用してみたい学習方法（該当するもの
すべて）

その他
0.5%

大学・専門
学校等
2.7%

市が主催
する講座

27.4%

民間のカル
チャーセン

ター
9.9%

テレビ・ラジ
オの講座

13.7%

個人で学
習

21.4%

・通信講座
同好の仲

間
10.9%

老人クラブ
13.6%

・ 高齢者の情報機器や情報サービスを利用状況については，「利用していない（43.4%）」が最も多

く，「携帯電話（26.5%）」，「パソコン（14.9%）」の順位となっている。 

・ 前回調査結果と比較をすると，「利用していない」と答えた人が，８．３ポイント減少しており，

情報化が進んでいることが推測される。 

・ また，携帯電話の利用が９．５ポイント上昇していることから，高齢者についても携帯電話の普及

が進んでいる。 

・ 高齢者の学習方法については，前回調査結果同様に「市が主催する講座（27.4%）」を利用したい

が最も多くなっている。 

・ 今後とも，行政と民間学習機関との適切な役割分担のもと，高齢者のニーズを把握し，魅力ある

講座を開催していく必要がある。 

問１２  利用している情報機器や情報サービス
（該当するものすべて）

パソコン
14.9%

携帯電話
26.5%

ワープロ
4.7%

ファクシミリ
9.9%

いずれも利
用していな

い
43.4%

その他
0.6%

１４ 



 

 １５

【問１２-１】問１２で「１．パソコン」を利用されている方におたずねします。

ご自身は，どのような操作ができますか。 

平成２０年度

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

インターネット 150 31.5% 155 28.5%

電子メール 114 23.9% 120 22.1%

ワープロソフト 132 27.7% 146 26.9%

表計算ソフト 79 16.6% 92 16.9%

その他 1 0.2% 29 5.3%

無回答 74 -  

合計 550 100.0% 542 100.0%

 

○ 住まいについて 

【問１３】あなたの現在のお住まいの形態はどれですか。（あてはまるもの１つを） 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

持家（一戸建て） 1121 89.3% 1765 90.0% 

持家（マンション等の共同住宅） 17 1.4% 27 1.4% 

借家（一戸建て） 47 3.7% 65 3.3% 

借家（ｱﾊﾟｰﾄ，マンション等の共

同住宅） 
31 2.5% 41 2.1% 

公営住宅 25 2.0% 38 1.9% 

高齢者世話付住宅 2 0.2% 2 0.1% 

間借り 6 0.5% 4 0.2% 

その他 6 0.5% 19 1.0% 

無回答 23      - 87      - 

合計 1278 100.0% 2048 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者の住まいの形態については，「持家（一戸建て）（89.3%）」が最も多く，「借

家（一戸建て）（3.7%）」「借家（ｱﾊﾟｰﾄ，マンション等の共同住宅）（2.5%）」を大

きく引き離している。 

・ 前回の調査結果との比較については，今回の調査結果は，住まいの形態に大きな変化

は見られておらず，依然として，高齢者の持ち家の比率は高い水準にある。 

・ 高齢者のパソコンの利用方法

については，「インターネット

（31.5%）」が最も多く，「ワー

プロソフト（27.7%）」，「電子

メール（23.9%）」の順位となっ

ている。 

・ 前回調査結果についても，同

様の順位の結果となっているが，

各々の項目のポイントが上昇して

おり，情報化が進んでいることが

推測される。 



 

 １６

【問１４】現在のお住まいで，不便を感じたり，困っていることはありますか。 

(あてはまるものすべてに○を) 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 

選択項目 
人数 構成比 人数 構成比 

特にない 598 40.0% 897 41.0%

玄関まわりの段差で困っている 77 5.2% 119 5.4%

廊下や居室などの段差で困っている 37 2.5% 67 3.0%

屋内の階段の昇り降りが大変で困っている 70 4.7% 104 4.7%

浴室や浴槽が使いにくくて困っている 47 3.1% 68 3.1%

トイレが使いにくい 48 3.2% 48 2.1%

風呂がない 3 0.2% 2 0.0%

エレベーターがない 18 1.2% 24 1.0%

住宅が老朽化している 175 11.7% 244 11.1％

環境が悪い（日当たり，風通し，騒音など） 76 5.1% 133 6.0%

家賃や住宅ローンが高い 32 2.1% 49 2.2%

立ち退きをせまられている 3 0.2% 4 0.1%

交通の便が悪い 172 11.5% 137 6.2%

近くに散歩に出るようなところがない 76 5.1% 73 3.3%

ひとりで自宅の外を歩くのが危険である 52 3.5% 47 2.1%

その他 10 0.7% 168 7.7%

無回答 190 - - -

合計 1684 100.0% 2184 100.0%

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者が住まいで不便を感じたり困っていることについては，「特にない（40.0%）」が

最も多く，不便や困っている具体的な内容については，「住宅が老朽化している（11.7%）」

「交通の便が悪い（11.5%）」の順となっている。 



 

 １７

○ 地域とのかかわりなどについて 

【問１５】あなたは，近所づきあいをどの程度されていますか。（○は 1つ） 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

近所の仲の良い人とよく行き来している 358 28.8% 676 35.7% 

会えば親しく話をする人がいる 474 38.2% 649 34.3% 

あいさつする程度 374 30.1% 515 27.2% 

近所づきあいをほとんどしていない 36 2.9% 54 2.9% 

無回答 36     - 154  

合計 1278 100.0% 2048 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５  近所づきあいの程度

近所の仲
の良い人と
よく行き来
している
28.8%

会えば親し
く話をする
人がいる
38.2%

近所づきあ
いをほとん
どしていな

い
2.9%あいさつす

る程度
30.1%

・ 高齢者の地域との関わりのうち近所との付き合いについては，「仲の良い人と行き来してい

る」「会えば親しく話をする人がいる」が６割以上となっている。 

・ 一方，「近所づきあいをほとんどしていない（2.9%）」は，前回同様３％未満となっている

が，「あいさつする程度（30.1%）」は前回比べて，２．９ポイント上昇する結果となった。 



 

 １８

【問１６】何かあったときに頼りになる方はいますか。(該当するものすべてに○) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 保健・福祉サービスについて 

【問１７】あなたは，「地域包括支援センター」を知っていますか。（○は 1つ） 

選択項目 人数 構成比

利用したことがある 44 3.6%

知っているが利用したことはない 423 34.8%

知らない 749 61.6%

無回答 62 - 

合計 1278 100.0%

 

 

 

 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

配偶者 822 25.6% 1193 23.7% 

子ども・こどもの家族 926 28.9% 1520 30.2% 

その他の親戚 389 12.1% 689 13.7% 

近所の人 365 11.4% 601 11.9% 

友人 296 9.2% 413 8.2% 

民生委員や自治会の人 74 2.3% 112 2.2% 

ホームヘルパー 8 0.2% 17 0.3% 

医師 257 8.0% 360 7.1% 

市役所の職員 22 0.7% 39 0.7% 

地域包括支援センターの職員 28 0.9% - － 

在宅介護支援センターの人 - - 34 0.6% 

その他 0 0.0% 10 0.1% 

頼りになる人がいない 21 0.7% 32 0.6% 

無回答 33 - 0 - 

合計 3241 100.0% 2048 100.0% 

・ 高齢者がいざという時に頼りになる人については，「子供・子供の家族（28.9%）」が最

も多く，「配偶者（25.6%）」「その他の親戚（12.1%）」の順となり，これらを合わせる

と，家族や親戚が約７割となっている。 

問１７  地域包括支援センターの認知度

利用したこ
とがある

3.6%

知っている
が利用した
ことはない

34.8%

知らない
61.6%

・ 地域包括支援センターの認知度については，「利用したことがある（3.6%）」と「知っ

ているが利用したことはない（34.8%）」を合わせると，「知っている」が約４割になる

のに対して，「知らない（61.6%）」が約６割となっている。 

・ 平成１８年度に新たに設置した「地域包括支援センター」であるが，地域の高齢者福祉

の相談機能を担っているが，高齢者にその機能，役割等を十分に理解してもらう必要があ

る。 

１８ 



 

 １９

【問１８】高齢者福祉に関する情報を主に何によって知りますか。一番多く利用し

ているものに○をつけてください。（○は 1つ） 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

テレビ 456 38.7% 658 35.8%

ラジオ 14 1.2% 10 0.5%

新聞 211 17.9% 302 16.4%

雑誌 1 0.1% 3 0.2%

書籍 3 0.3% 5 0.3%

知人・友人 66 5.6% 93 5.1%

市の広報 422 35.8% 739 40.2%

インターネット 2 0.2% 3 0.2%

その他 4 0.3% 25 1.4%

無回答 84     - 210    -

合計 1263 100.0% 1838 100.0%
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問１８  高齢者福祉に関する情報の入手手段

・ 高齢者の福祉に関する情報収集の手

段については，「テレビ（38.7%）」が

最も多く，「市の広報（35.8%」」「新

聞（35.8%）」の順になっている。 

・ 前回調査では，市の広報が最も多か

ったが，今回は４．４ポイント減少し

ているが，情報収集の手段としては依

然として高齢者に認知されている。 

・「インターネット」の利用は少数であ

ることがわかる。 



 

 ２０

【問１９】宇都宮市では現在，高齢者の介護予防に関する取組として，以下のような事業を行

っていますが，各サービスについて，それぞれあてはまるものすべてに○をつけて下

さい。 

利用したことがある 

知っている 

 
利用して満足 

だった 

今後利用したい 

選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 

①介護予防教室 366 46.0% 48 6.0% 33 68.8% 349 43.8%

②訪問指導 310 59.4% 15 2.9% 9 60.0% 188 36.0%

③健康相談 295 50.4% 18 3.1% 9 50.0% 263 45.0%

④健康教育・講演

会 
214 45.7% 19 4.1% 9 47.4% 226 48.3%

⑤通所型介護予

防事業 
150 37.9% 6 1.5%  2 33.3% 238 60.1%

⑥介護予防手帳 106 34.8% 6 2.0% 2 33.3% 191 62.6%

⑦生活機能評価 118 33.9% 10 2.9% 3 30.0% 217 62.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者の介護予防に関する取り組みの認知度については，「訪問指導(59.4%)」「健

康相談(50.4%)」がともに半数を超えているが，それ以外は，半数を下回る結果となっ

ている。 

・ 今後利用したい事業は，「介護予防手帳（62.6%）」「生活機能評価（62.4%）」「通

所型介護予防事業（60.1%」」が６割を越えている。 



 

 ２１

【問２０】現在，宇都宮市では以下のような保健・福祉サービスを実施していますが，各サー

ビスについて，それぞれあてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

利用したことがある 

知っている 
利用して満足

だった 

今後利用した

い 

選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

①生きがい対応型デイサービス 427 68.3% 3 0.5% 2 66.7% 193 30.9%

②高齢者短期宿泊事業 383 64.0% 4 0.7% 1 25.0% 210 35.1%

③緊急通報システム 244 55.6% 0 0.0% 0 0.0% 194 44.2%

④日常生活用具給付貸与事業 212 58.1% 0 0.0% 0 0.0% 153 41.9%

⑤高齢者にやさしい住環境整備

事業 
287 56.8% 6

1.2%
2 33.3% 210 41.6%

⑥高齢者無料入浴券の交付 159 62.1% 1 0.4% 1 100.0% 95 37.1%

⑦保険適用外はり，きゅう，マ

ッサージ施術料の助成 
246 39.5% 43 6.9% 36 83.7% 297 47.7%

⑧高齢者等ホームサポート事業 172 48.7% 1 0.3% 0 0.0% 180 51.0%

⑨高齢者専用バスカードの購入

費助成 
365 42.5% 97 11.3% 76 78.4% 321 37.4%

⑩健康に関するイベント 324 54.9% 34 5.8% 15 44.1% 217 36.8%

⑪地域で健康づくりをすするた

めに活動や講習会 
252 48.4% 29 5.6% 16 55.2% 224 43.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者に関する保健・福祉サービスの認知度については，１１事業のうち７事業

が５割を越えているが，４事業が５割に満たないことから，さらに高齢者へのサー

ビスの周知を図る必要がある。 



 

 ２２

【問２１】あなたは，「特定健康診査」（７５歳以上の方は「健康診査」）の受診の方法をご

存知ですか。（○は１つ） 

 

選択項目 人数 構成比

知っている 201 28.5%

受診したいが，どのように

受けたらよいかわからな

い 

359 50.8%

受診するつもりはない 146 20.7%

無回答 572     - 

合計 1278 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２２】以下の健診事業について，あてはまるものすべてに○をつけてください。 

ほぼ毎年受診

している 

受診したこと

がある 

受診したことは

ないが，今後受診

してみたい 

受診するつもり

はない 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

①がん検診 326 31.3% 365 35.1% 251 24.1% 98 9.4%

②歯科健診 90 15.1% 119 20.0% 263 44.1% 124 20.8%

③肝炎ウィルス検診 51 8.3% 179 29.0% 248 40.1% 140 22.7%

④骨粗しょう症検診 58 11.6% 153 30.6% 198 39.6% 91 18.2%

 

 

 

 

 

問２１  特定健康診査受診方法を知っているか

知っている
28.5%

受診したい
が，どのよう
に受けたら
よいかわか

らない
50.8%

受診するつ
もりはない

20.7%

・ 平成２０年度から実施している特定健診の認知度については，「知っている（28.5%）」

が約３割であるが，「受診したいが，どのように受けたらよいかわからない（50.8%）」

が５割以上もいることから，今後とも健診のしくみや特定健診の受け方，その内容につ

いて幅広く周知する必要がある。 

・ 高齢者の健診事業の実施状況については，「がん検診をほぼ毎年受診している

（31.3%」」が約３割と最も多い状況である。 

・ 「受診したことはないが，今後受診してみたい」健診事業については，「歯科

健診（44.1%）」となっており，市が実施する節目健診以外にも，高齢者が定期健

診を受ける方策を，検討する必要がある。 



 

 ２３

【問２３】現在，市で実施している健診事業をより受診しやすくするために，最も重要だと思

うことは何ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 介護保険制度について 

【問２４】介護保険制度について，どの程度知っていますか。（○は 1つ） 

平成２０年度

調査結果 

平成１７年度

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

よく知っている 76 6.3% 124 6.9%

ある程度知っている 577 48.0% 616 34.4%

あまり知らない 399 33.2% - - 

少しは知っている - - 654 36.5%

ほとんど知らない 150 12.5% 397 22.2%

無回答 76      - 257 －

合計 1278 100.0% 2048 100.0%

 

 

 

 

選択項目 人数 構成比

健康診査の受診方法等について，いつでも情報を得られること 299 27.9%

夜間や土日でも受診できること 189 17.7%

身近な場所で受診できること 288 26.9%

友達や家族と受診できること 10 0.9%

費用が手ごろであること 139 13.0%

子どもや介護が必要な家族をあずかってもらえる場所があること 20 1.9%

その他 1 0.1%

特にない 124 11.6%

無回答 197      - 

合計 1267 100.0%

問２４  介護保険制度についてどの程度知って
いるか

よく知って
いる
6.3%

ある程度
知っている

48.0%

ほとんど知
らない
12.5%

あまり知ら
ない
33.2%

・ 高齢者の介護保険制度の認知度について，「よく知っている(6.3%)」「ある程

度知っている(48.0%)」を合わせると約半分の 54％であることから，高齢者の２

人に１人は介護保険を知っていると答えている。 

・ 一方，「あまり知らない(33.2%)」「ほとんど知らない(12.5%)」を合わせると

約 45％となっており，更なる制度の周知を図る必要がある。 

・ 高齢者の健診事業を受けやすくするための方策については，「健康診査の受診方法等

について，いつでも情報を得られること(27.9%)」が最も多く，市民への情報提供の充

実が最も重要であると思われる。 

・ 次に，「身近な場所で受診できること（26.9%）」をあげていることから，集団検診

以外に地域内の医療機関での健診機会の充実も重要である。 

２３ 



 

 ２４

【問２５】あなたは将来，介護が必要になったとき，どのような対応を希望しま

すか。（○は 1つ） 

選択項目 人数 構成比

自宅で介護を受けたい 355 29.6%

介護サービスを提供する

施設で介護を受けたい 
331 27.6%

１と２のどちらでもよい 347 28.9%

わからない 164 13.7%

その他 4 0.3%

無回答 69 - 

合計 1270 100.0%

 

 

 

 

 

 

【問２６】介護保険は，社会全体で介護を支える制度であり，４０歳以上の方に応分の負担を

いただいています。あなたは，現在の介護保険料についてどう思いますか。（○１つ） 

○平成２０年度調査結果 

選択項目 人数 構成比

安い 8 0.7%

適正な金額である 284 24.3%

やや高い 567 48.5%

とても高い 310 26.5%

無回答 109 - 

合計 1278 100.0%

○平成１７年度調査結果 

選択項目 人数 構成比

特に負担は感じない 222 14.1%

適正な負担である 346 22.0%

やや負担感がある 628 40.0%

負担が重いと感じる 374 23.8%

不明 478 - 

合計 2048 100.0%

 

問２５  将来，介護が必要になった時，どのような
対応を希望するか

自宅で介
護を受けた

い
29.6%

介護サービ
スを提供す
る施設で介
護を受けた

い
27.6%

わからない
13.7%

１と２のどち
らでもよい

28.9%

その他
0.3%

・ 高齢者が介護が必要になった時に，どのような対応を希望するかについては，「自宅で介護を受

けたい(29.6%)」が最も多く，次に自宅と施設の「どちらでもよい（28.9%）」が多くなっている。 

問２６  介護保険料について

安い
0.7%

適正な金
額である
24.3%とても高い

26.5%

やや高い
48.5%

・ 介護保険料に関する高齢者の負担感については，「や

や高い（48.5%）」が最も多く，「とても高い（26.5%）」

「適正な金額である（24.3%）」の順となっている。 

・ 前回調査と比較すると，「適正な金額である（24.3%）」

が２ポイント増加しているものの，「やや高い(48.5%)」

と感じる人の割合も８ポイント増加していることか

ら，今後とも，介護保険制度の適正な運営に努めると

ともに，制度に対する理解をさらに深める必要がある。



 

 ２５

Ⅱ 若年者調査の結果【対象：４０～６４歳】 

 

【問２】以下の各質問について，それぞれあてはまるものに○をつけて下さい。 （○は１つ） 

（１）性 別 

 

選択項目 人数 構成比

男性 199 41.2%

女性 284 58.8%

無回答 2 － 

合計 485 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

（２）年 齢 

 

選択項目 人数 構成比

40～44 歳 84 17.4%

45～49 歳 93 19.3%

50～54 歳 97 20.1%

55～59 歳 99 20.5%

60～64 歳 109 22.6%

無回答 3 -

合計 485 100.0%

 

 

  



 

 ２６

（３）居住地域 

選択項目 人数 構成比

本庁管内 144 29.7%

宝木地区 28 5.8%

陽南地区 28 5.8%

平石地区 15 3.1%

清原地区 17 3.5%

横川地区 13 2.7%

瑞穂野地区 4 0.8%

豊郷地区 39 8.0%

国本地区 4 0.8%

富屋地区 6 1.2%

篠井地区 4 0.8%

城山地区 15 3.1%

姿川地区 58 12.0%

雀宮地区 46 9.5%

上河内地域 13 2.7%

河内地域 45 9.3%

無回答 6 1.2%

合計 485 100.0%

（４）世帯の状況 

選択項目 人数 構成比

本人だけの単身世帯 30 6.3%

本人と配偶者のみ世帯 129 26.9%

本人と高齢者のみ世帯 30 6.3%

その他の世帯 290 60.5%

無回答 6 - 

合計 485 100.0%

（５）職 業 

選択項目 人数 構成比

自営業 69 14.3%

会社員 203 42.0%

農林業 6 1.2%

その他 83 17.2%

無職 122 25.3%

無回答 2 - 

合計 485 100.0%
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問２-(3)  居住地域



 

 ２７

○ あなたの老後のお仕事や生きがいについて 

【問３】あなたは６５歳以上の高齢者になった時，働きたいとお考えですか。 （○は１つ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果

選択項目 
人数 構成比 人数 構成比 

働きたい 240 51.2% 564 49.7%

働きたくない 229 48.8% 570 50.3%

無回答 16 - 25 -

合計 485 100.0% 1134 100.0%

・ ６５歳以上の高齢者になった時の就労希望については，「働きたい（51.2％）」と答えた

人は，「働きたくない（48.8％）」と答えた人に比べて２．４ポイント上回っている。 

・ 前回調査では，「働きたくない（50.3％）」が「働きたい（49.7％）」をわずかではある

が０．６ポイント上回った結果となっていたが，今回は「働きたい」が上回る結果となった。

 



 

 ２８

【問３－１】問３で「１．働きたい」と答えた方におたずねします。その理由は何ですか。 

    （あてはまるものすべてに○をつけて下さい。） 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

生活費が必要だから 169 32.1% 302 26.0%

働くのが楽しいから 65 12.3% 173 14.9%

健康に良いから 112 21.3% 317 27.3%

友達できるから 54 10.2% 173 14.9%

小遣いが欲しいから 74 14.0% 98 8.4%

退屈だから 43 8.2% 208 17.9%

その他 10 1.9% 35 3.0%

無回答 5 - - -

合計 532 100.0% 1159 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者になった時に「働きたい」理由については，「生活費が必要だから（32.1％）」が

最も多く，「健康に良いから（21.3％）」「小遣いがほしいから（14.0％）」の順となって

いる。 

・ 前回調査では，「健康に良いから（27.3％)」「生活費が必要だから（26.0％）」「退屈

だから（17.9％）」の順となっていたが，今回調査では，「生活費が必要だから」が最も多

く前回調査より６．１ポイント上昇した。 

【その他の記述】 

・ 世の中に関わっているという満足感 

・ 地域社会への貢献 

・ 働きたいが病気で働けない 

・ 勤労意欲は心身ともよい 

・ 農業をしたい 

・ 家庭の負担のならない程度 

・ 健康づくり 

・ 住宅ローン 

・ 税金が高すぎるから 
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 ２９

【問４】あなたは老後，どのようなことを生きがいにしていきたいとお考えですか。（○は１

つ） 

○ 平成２０年度調査結果 

選択項目 人数 構成比

学習や教養高める活動 116 25.2%

スポーツ（健康づくりの運

動も含む） 
114 24.8%

仕事・働くこと 51 11.1%

ボランティア活動 31 6.7%

老人クラブ活動 2 0.4%

町内会・自治会活動 4 0.9%

気の合った仲間とのグル

ープ活動 
83 18.0%

青少年健全育成活動 6 1.3%

地域の児童育成活動 3 0.7%

まちづくり・環境保全に関

する活動 
21 4.6%

その他 29 6.3%

無回答 25 - 

合計 485 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 老後の具体的な生きがいづくりについては，「学習や教養を高める活動（23.9％）」が最

も多く，「スポーツ（23.5％)」「気の合った仲間とのグループ活動（17.1％）」の順とな

っている。 

・ 一方で，「老人クラブ活動（0.4％）」が最も少なく，「地域の児童育成活動（0.7％)」

「町内会・自治会活動（0.9％)」と，地域活動を希望する人の割合がとても少ない結果とな

っている。 

【その他の記述】 

旅行，マイペースな生活，家庭菜園・園芸，技術開発と農業開発，草花の手入れ・孫と旅行，趣

味，孫の世話，自由な生活，家族の健康，仕事，海外への長期滞在，ピアノ 



 

 ３０

【問５】高齢者の介護を支える人づくりについて，特にどのようなことが重要だと思いますか。

（○は 1つ） 

平成２０年度 

調査結果 

平成１７年度 

調査結果 選択項目 

人数 構成比 人数 構成比

学校や教育機関での福祉教育の充実 122 25.2% 445 38.3%

市民講座等での福祉教育や啓発活動の推進 29 6.0% 251 21.6%

地域における若年層と高齢者の交流の場づくり 84 17.3% 496 42.7%

ボランティアの場やＰＲ 45 9.3% 339 29.2%

企業・事業者に対する啓発 26 5.4% 106 9.1%

シルバービジネス，福祉産業の育成 135 27.8% 390 33.6%

その他 16 3.3% 33 2.8%

無回答 28 5.8% 0 -

合計 485 100.0% 1159 100.0%
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問５  高齢者の介護を支える人づくりについて，特にどのようなことが重要だと
思いますか。（○は１つ）

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 高齢者の介護を支える人づくりについては，「シルバービジネス，福祉産業の育成

（27.8％）」が最も多く，「学校や教育機関での福祉教育の充実（25.2％)」「地域におけ

る若年層と高齢者の交流の場づくり（17.3％）」の順位となっている。 

・ 前回調査では，「地域における若年層と高齢者の交流の場づくり（42.7％）」が最も多

く，「学校や教育機関での福祉教育の充実（38.3％)」「シルバービジネス，福祉産業の育

成（33.6％)」の順となっており，前回と順位の入れ替えはあったものの，上位の，項目に

変更はなかった。 

３０ 



 

 ３１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の記述】 

· 元気高齢者が介護者を支える仕組みの構築 

· 幼児期からの家庭教育・家庭環境 

· 行政主導の積極的な介護 

· 学校行事等における強制的な高齢者との交流 

· 福祉現場における労働者のやる気の向上 

· 支援者に対する補償の充実 

· 介護保険料や税金の適正な利用 

· 介護者の地位向上や適正な労働者の賃金。介護職員の待遇改善 

· 介護の知識や理解 

· 困って入る時，手を差し伸べる。 

· 市による積極的な福祉教育 

· 幼少期からの家庭教育 



 

 ３２

○ 高齢者介護の現状やお考えについて 

【問６】現在，あなたは６５歳以上の高齢者と同居していますか。（○は１つ） 

    

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

同居している 145 30.7% 365 32.6%

同居していない 327 69.3% 755 67.4%

無回答 13 - 39 -

合計 485 100.0% 1120 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】世帯数の推移（資料：総務省統計局「国勢調査」 １市２町合計により作成） 

区 分 Ｈ１２年 Ｈ１７年 

世帯数（世帯） 180,796 196,732

65 歳以上の高齢者のいる世帯 48,543 57,236

夫婦のみ世帯でいずれかが 65 歳以上の世帯 11,631 14,469核
家
族 それ以外の核家族世帯 9,027 12,252

６５歳以上の世帯員が１人の世帯 8,312 11,304

 

同居世帯 19,506 19,125

 非親族世帯 67 86

・ 高齢者と「同居している人」の割合は，

30.7％と前回調査の 32.6％に比べて

１．９ポイント減少している。 

・ 平成１２年と平成１７年に実施した国

勢調査の結果をみても，「高齢者のいる

世帯」が急激に増加を続けるなか，「高

齢者が子ども等と同居している世帯」が

減少しており，今回の調査結果と同様の

結果となっている。 



 

 ３３

【問６－１】 問６で「１．同居している」と回答された方におたずねします。同居している

高齢者の中で，介護の必要な方はいますか。（○は１つ） 

   

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人 数 構成比 人 数 構成比 

いない 102 70.3% 246 65.6%

日常生活に支障がないが，外出の場合に介助が

必要な高齢者がいる 
19 13.1% 54 14.4%

寝たきりではないが，食事や入浴などの日常生

活に介助の必要な高齢者がいる 
8 5.5% 34 9.1%

寝たきりで全面的な介助の必要な高齢者がいる 2 1.4% 8 2.1%

認知症傾向で注意監視の必要な高齢者がいる 10 6.9% 24 6.4%

無回答 4 2.8% 9 2.4%

合 計 145 100.0% 375 100.0%

介護の必要な人はいるか

70.3%

13.1%

5.5%

1.4%

6.9% 2.8%

いない

日常生活に支障がないが，外
出の場合に介助が必要な高齢
者がいる

寝たきりではないが，食事や入
浴などの日常生活に介助の必
要な高齢者がいる

寝たきりで全面的な介助の必
要な高齢者がいる

認知症傾向で注意監視の必要
な高齢者がいる

無回答

 

 

 

 

 

 

・ 同居している高齢者の中で，介護の必要な方はいるかの質問に対して，「いない」と答え

た割合は，70.3％と，前回調査に比べ，4.7％増加している。 

・ 「いる」と答えた人のうち，ほとんどの項目が，前回調査に比べて減少しているなか，「認

知症傾向で注意監視の必要な高齢者がいる（6.9％）」と答えた人の割合は，０．５ポイン

ト増加しており，認知症高齢者の増加が推測される。 



 

 ３４

【問６－２】 問６－１で「１．いない」以外の選択肢のいずれかに○をつけた方におたずね

します。主にどなたが介護をされていますか。（○は１つ） 

   

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果 
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

高齢者の配偶者 6 15.4% 26 22.0％

高齢者の子ども 18 46.2% 36 30.5％

高齢者の子の配偶者 9 23.1% 38 32.5％

その他の家族 1 2.6% 6 5.1％

ホームヘルパー 2 5.1% 6 5.1％

その他 2 5.1% 6 5.1％

無回答 1 2.6% 0 0

合計 39 100.0% 118 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「介護が必要な高齢者と同居している人のうち，主にどなたが介護をしているか」の質問

に対して，「高齢者の子ども（46.2％）」が最も多く，「高齢者の子の配偶者（23.1％）」，

「高齢者の配偶者（15.4％）」の順位となっている。 

・ 前回調査では，「高齢者の子の配偶者（32.5％）」が最も多く，「高齢者の子ども（30.5％）」，

「高齢者の配偶者（22.0％）」の順位となっていたことから，「高齢者の配偶者」が介護を

する状況が減少しているなか，「高齢者の子ども」が介護をする状況が増加している。 

 



 

 ３５

【問６－３】 問６－１で「１．いない」以外の選択肢のいずれかに○をつけた方におたずね

します。介護等で困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

   

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

介護者が仕事等で時間に余裕なく，十分面倒をみら

れない 
14 25.0% 32 18.3%

介護者が体調を崩しており，十分面倒をみられない 6 10.7% 13 7.4%

自宅の構造が高齢者向きではなく，支障がある 5 8.9% 23 13.1%

介護等に伴う出費が大きい 6 10.7% 21 12.0%

家族の協力が得にくい 7 12.5% 17 9.7%

公的サービス等に関する情報が得にくい，サービス

が受けにくい 
9 16.1% 25 14.3%

困ったときの相談相手がいない 1 1.8% 0 -

その他 3 5.4% 11 6.3%

特になし 5 8.9% 33 18.9%

無回答 3 － 0 -

合 計 59 100.0% 1,159 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「介護が必要な高齢者と同居している人のうち，介護等で困っていることは何か」の質

問に対して，「介護者が仕事等で時間に余裕なく，十分面倒をみられない（25.0％）」と

ほぼ 4人に 1人は答えており，前回調査に比べて，６．７ポイントも上昇している。 

・ 次に，「家族の協力が得にくい（12.5％）」，「介護者が体調を崩しており，十分面倒

をみられない（10.7％）」，「介護等に伴う出費が大きい（10.7％）」の順となっている

が，「自宅の構造が高齢者向きではなく，支障がある（8.9%）」は前回に比べ，４．２ポ

イントも減少しており，住宅のバリアフリー化が進んでいると推測される。 



 

 ３６

【問７】 あなたご自身が将来介護が必要になったとき，どのような対応を希望しますか。 

    （○は１つ） 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

自宅で介護を受けたい 105 21.6% 197 17.6%

介護サービスを提供する施設で介護を

受けたい 
159 32.8%

199 17.7%

自宅と施設のとちらでもよい 116 23.9% 607 54.1%

わからない 91 18.8% 119 10.6%

その他 6 1.2% 37 - 

無回答 8 1.6% 0 - 

合計 485 100.0% 1,159 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

○ 保健・福祉サービスについて 

【問８】 あなたは，「地域包括支援センター」を知っていますか。 

選択項目 人数 構成比 

利用したことある 16 3.4% 

知っているが利用したことはない 107 22.5% 

知らない 352 74.1% 

無回答 10 - 

合計 485 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 将来，自分が介護が必要となったときには，「施設で介護を受けたい（32.8%）」が最も

多く，「自宅と施設のとちらでもよい（23.9%）」「自宅で介護を受けたい（21.6）」の順

となっている。 

・ しかしながら，「わからない（18.8%）」と答えた人も多く，前回調査よりも，８．２ポ

イントも多くなっている。 

・ 地域包括支援センターは，平成１

８年４月に介護保険法の改正に伴い

創設された機関であるが，その認知

度については，「知らない（74.1%）」

となり,４０歳から６４歳までの「市

民の４人に３人はセンターを知らな

い」という結果となったことから，

認知度向上のための啓発活動の強化

が必要である。 

３６ 



 

 ３７

【問９】 宇都宮市では現在，高齢者の介護予防に関する取組として，以下のような事業を行

っていますが，各サービスについて，それぞれあてはまるものに○をつけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防事業等の周知状況

23.9%

30.0%

41.7%

29.2%

14.4%

7.2%

13.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①　介護予防教室

②　訪問指導

③　健康相談

④　健康教育・講演会

⑤　通所型介護予防事
業

⑥　介護予防手帳

⑦　生活機能評価

項
目

「知っている」人の割合

 

 

 

 

 

１．知っている ２．知らない 
介護予防事業等の名称 

人数 構成比 人数 構成比 

① 介護予防教室 113 23.9% 359 76.1%

② 訪問指導 142 30.0% 331 70.0%

③ 健康相談 197 41.7% 275 58.3%

④ 健康教育・講演会 138 29.2% 334 70.8%

⑤ 通所型介護予防事業 68 14.4% 403 85.6%

⑥ 介護予防手帳 34 7.2% 438 92.8%

⑦ 生活機能評価 63 13.3% 409 86.7%

・ 高齢者の介護予防に関する取組についての認知度は，７事業の全てが「知らない」が「知

っている」を上回っている結果となったことから，さらに啓発活動を強化する必要がある。

・ ７事業のうち，「介護予防手帳」が最も認知度が低く，「知っている」がわずか 7.2％で

あった。 

・ 一方，「健康相談」は，介護予防を行う以前から実施している事業であることから，「知

っている(41.7％)」が，ほぼ４割に及んだ。 

３７ 



 

 ３８

【問１０】 現在，宇都宮市では以下のような保健・福祉サービスを実施していますが，各サ

ービスについて，それぞれあてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．知っている ２．知らない 
保健・福祉サービス等の名称 

人数 構成比 人数 構成比

① 生きがい対応型デイサービス 190 40.3% 282 59.7%

② 高齢者短期宿泊事業 192 40.6% 281 59.4%

③ 緊急通報システム 134 28.4% 338 71.6%

④ 日常生活用具給付貸与事業 107 22.6% 366 77.4%

⑤ 高齢者にやさしい住環境整備事業 161 34.0% 313 66.0%

⑥ 高齢者無料入浴券の交付 69 14.5% 406 85.5%

⑦ 保険適用外はり，きゅう，マッサージ施術料の助成 67 14.2% 406 85.8%

⑧ 高齢者等ホームサポート事業 85 17.9% 389 82.1%

⑨ 高齢者専用バスカードの購入費助成 162 34.0% 314 66.0%

⑩ 健康に関するイベント 196 41.3% 279 58.7%

⑪ 地域で健康づくりをすすめるための活動や講習会 138 29.3% 333 70.7%

保健・福祉サービス等の周知状況

40.6%

28.4%

22.6%

34.0%

14.5%

14.2%

17.9%

34.0%

41.3%

40.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①　生きがい対応型デイサービス

②　高齢者短期宿泊事業

③　緊急通報システム

④　日常生活用具給付貸与事業

⑤　高齢者にやさしい住環境整備事業

⑥　高齢者無料入浴券の交付

⑦　保険適用外はり，きゅう，マッサージ施術料の助

成

⑧　高齢者等ホームサポート事業

⑨　高齢者専用バスカードの購入費助成

⑩　健康に関するイベント

⑪　地域で健康づくりをすすめるための活動や講習

会 29.3%

 

 

 

 

・ 高齢者の保健・福祉サービスについての認知度は，１１事業の全てが「知らない」が「知って

いる」を上回っている結果となったことから，さらに啓発活動を強化する必要がある。 

・ １１事業のうち「健康に関するイベント（41.3%）」が最も認知度が高くなっているが，「保険

適用外はり，きゅう，マッサージ施術料の助成」が最も認知度が低く，わずか 14.2％であった。 

３８ 



 

 ３９

○ 介護保険制度について 

【問１１】 介護保険制度について，どの程度知っていますか。 

平成２０年度調査結果 平成１７年度調査結果
選択項目 

人数 構成比 人数 構成比 

よく知っている 13 2.7% 38 3.4%

ある程度知っている 127 26.7% 265 23.7%

あまり知らない 186 39.2% 421 37.7%

ほとんど知らない 149 31.4% 392 35.1%

無回答 10 - 43 -

合計 485 100.0% 1116 100.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１２】 介護保険は，社会全体で介護を支える制度であり，４０歳以上の方に応分の負担

をいただいています。あなたは，現在の介護保険料についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択項目 人数 構成比 

安い 8 1.8%

適正な額だ 163 35.9%

やや高い 207 45.6%

とても高い 76 16.7%

無回答 31 - 

合計 485 100.0%

・ 介護保険制度の認知度については，「あ

まり知らない（39.2%）」が最も多く，「ほ

とんど知らない（31.4%）」と合わせると，

７０.６％の人が「知らない」という結果

となった。 

・ 前回調査では，７２．８％が「知らな

い」と答えており，わずか２．８ポイン

ト上昇はしたものの，さらに介護保険制

度のＰＲが必要である。 

・ 介護保険料の負担感については，「やや高い（45.6%）」が最も多く，「とても高い（16.7%）」

と合わせると，高いと感じている人の割合は，６２．３％に及んでいることから，２号被保険

者に対して,介護保険料の使われ方などについて適切に知らせ，理解を促進する必要があると

考える。 

・ 一方で，35.9%が「適正な額だ」と感じており，介護保険料に対して，一定の理解が得られ

ていると考える。 

３９ 
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平成２０年度介護保険利用者実態調査について 

 
平成２０年 ７月 １日 
宇 都 宮 市 
（保健福祉部高齢福祉課） 

 
１ 調査の概要 

(１) 調査の目的 

   第４期介護保険事業計画の策定に先立ち，介護サービス利用動向や今後の利用意向を把握

し，サービス利用量の見込みや負担と受益のあり方等の参考資料とするため，実態調査を実

施した。 

 

(２) 調査の概要 

   ① 調査地域：宇都宮市全域 
   ② 調査対象：要介護等認定者（新規・更新・変更申請者９００人） 

   ③ 抽出方法：平成２０年４月から６月までの新規・更新・変更申請者 

   ④ 調査方法：訪問調査（訪問調査員による本人又は家族からの聞き取り調査） 

   ⑤ 調査期間：平成２０年４月１日～６月１３日 

   ⑥ 調査項目（全２４問） 

・ 被保険者基本情報 

・ サービスの利用および今後の利用希望について 

・ 介護保険料について 

・ 介護保険に関する要望等 

 
(３) 回収結果 

標本数 有効回答数 有効回答率 

９００ ９００ １００％

 
 

 

参考資料３
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２ 集計結果の分析 
(１) 調査対象者の現状について （対象：全員） 

① 性別      (SA) 

 
 
 
② 年齢                             (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 要介護認定申請区分                          (SA) 

 
 
 
 
 
④ 要介護認定区分                       (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 世帯の状況                                (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 

性別 人数 構成比
男 296 32.9%
女 604 67.1%
全体 900 100.0%

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
30 3.3% 16 5.4% 14 2.3%
55 6.1% 29 9.8% 26 4.3%
84 9.3% 36 12.2% 48 7.9%
173 19.2% 64 21.6% 109 18.0%
251 27.9% 70 23.6% 181 30.0%
307 34.1% 81 27.4% 226 37.4%
900 100.0% 296 100.0% 604 100.0%

男 女総計

40～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上
合計

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

新規申請 227 25.2% 89 30.1% 138 22.8%

更新申請 609 67.7% 184 62.2% 425 70.4%

変更申請(介護申請) 64 7.1% 23 7.8% 41 6.8%
合計 900 100.0% 296 100.0% 604 100.0%

女総計 男

選択項目 総計
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
139 15.4% 33 11.1% 106 17.5%
187 20.8% 61 20.6% 126 20.9%
147 16.3% 43 14.5% 104 17.2%
68 7.6% 25 8.4% 43 7.1%
68 7.6% 21 7.1% 47 7.8%
46 5.1% 16 5.4% 30 5.0%
26 2.9% 11 3.7% 15 2.5%
219 24.3% 86 29.1% 133 22.0%
900 100.0% 296 100.0% 604 100.0%

男 女

新規申請
合計

要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
172 19.1% 45 15.2% 127 21.0%
187 20.8% 100 33.8% 87 14.4%
520 57.8% 146 49.3% 374 61.9%
15 1.7% 3 1.0% 12 2.0%
6 0.7% 2 0.7% 4 0.7%
900 100.0% 296 100.0% 604 100.0%

総計 男 女

独居
高齢者のみの世帯
高齢者以外の同居者がいる
その他
無回答
合計

・世帯の状況としては，総計でみると「高齢者以外の同居者がいる」が最も多く，全体の 50％
を超えている。また，独居や高齢者のみの世帯の合計は，全体の約 40％となっている。 

・調査対象者の年齢のうち，75歳以上の割合は全体の約 80％を占めている。 

・調査対象者の性別については，男性が約 33％，女性が約 67％
となっている。 
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⑥ 主な介護者                                (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 障害老人の日常生活自立度(寝たきり度)及び認知症高齢者自立度(認知症度)      (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （参考）日常生活自立度及び認知症高齢者自立度について 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

配偶者（夫） 91 10.1% 1 0.3% 90 14.9%
配偶者（妻） 164 18.2% 153 51.7% 11 1.8%
息子 99 11.0% 9 3.0% 90 14.9%
娘 174 19.3% 46 15.5% 128 21.2%
息子の配偶者（嫁） 169 18.8% 26 8.8% 143 23.7%
娘の配偶者（婿） 5 0.6% 2 0.7% 3 0.5%
その他の親族 38 4.2% 12 4.1% 26 4.3%

60 6.7% 24 8.1% 36 6.0%
いない 67 7.4% 17 5.7% 50 8.3%
その他 16 1.8% 2 0.7% 14 2.3%
無回答 17 1.9% 4 1.4% 13 2.2%
合計 900 100.0% 296 100.0% 604 100.0%

総計 男 女

ホームヘルパー等の介護の専門家

・男性については，「配偶者（妻）」の割合が圧倒的に高いが，女性については，「娘」及び「息

子の配偶者（嫁）」の割合が高い。また，総計のうち，妻や娘，息子の配偶者（嫁）など，女

性の割合が約 56.3％となっている。 

・障害老人の日常生活自立度Ａ以上の方(648人)は，全体の 72％を占めている。 
・認知症高齢者自立度Ⅱ以上の方(279人)は，全体の 31％を占めている。 
・寝たきり度Ａ以上，認知症度Ⅱ以上の方(240人)は，全体の約 27％を占めている。 

「認知症高齢者自立度」 

認知症高齢者の日常生活に関する自立度の判定基準となるもの（ランクはⅠから Mまで） 

Ⅰ.何らかの認知症の症状を有するが，日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

Ⅱ.日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少みられても，誰かが注意していれば自立

できる。 

Ⅲ．日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。 

Ⅳ．日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。 

Ｍ．著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。 

（平成 5年 10 月 26 日 老健第 135 号 厚生省老人保健福祉局長通知） 

「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）」 

障害老人の日常生活に関する自立の判定基準となるもの（ランクは Jから Cまで） 
Ｊ．何らかの障害等を有するが，日常生活はほぼ自立しており独力で外出する 
Ａ．屋内での生活は概ね自立しているが，介助なしには外出しない 
Ｂ．屋内での生活は何らかの介助を要し，日中もベッド上での生活が主体であるが，座位を保つ 
Ｃ．１日中ベッド上で過ごし，排泄，食事，着替えにおいて介助を要する 
（平成 3年 11月 18日 老健第 102－2号 厚生省大臣官房老人保健福祉部長通知） 

選択項目 自立
(寝たきり度)

J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 C2 無回答 総計

自立
(認知症度)

1 13 126 109 73 32 7 2 1 0 364

Ⅰ 0 3 54 64 71 19 22 4 2 0 239

Ⅱa 1 0 13 16 15 5 3 1 2 1 57

Ⅱb 1 0 17 36 32 8 18 1 4 1 118

Ⅲa 0 0 4 14 11 6 16 4 11 0 66

Ⅲb 0 0 1 3 5 2 3 0 3 0 17

Ⅳ 0 0 0 1 3 0 6 0 11 0 21

Ⅴ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答 0 0 0 1 0 0 0 0 1 16 18

合計 3 16 215 244 210 72 75 12 35 18 900
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(２) 介護サービスの利用状況等について 

① 介護サービスの利用状況 (対象：全員)                   (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
② 介護サービスの利用を希望しない理由 (対象：Ⅱ-２-①-利用していない・利用予定無し)      （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 介護サービス未利用者の認定申請の理由 (対象：Ⅱ-２-①-利用していない・利用予定無し)   （MA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
④ 介護サービスを受けている場所 (対象：Ⅱ-２-①-利用している)               （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
245 27% 87 29% 158 26%
38 4% 18 6% 20 3%
163 18% 60 20% 103 17%
453 50% 131 44% 322 53%
1 0% 0 0% 1 0%
900 100% 296 100% 604 100%

男 女総計

利用していない

利用予定（新規申請者）
利用予定なし（新規申請者）

合計
無回答
利用している

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

家族介護で十分 53 17.4% 18 15.8% 35 18.3%
本人が望んでいない 81 26.6% 25 21.9% 56 29.3%
経済的負担が増える 6 2.0% 3 2.6% 3 1.6%
使いたいサービスがない 11 3.6% 5 4.4% 6 3.1%
利用の仕方がよく分からない 18 5.9% 7 6.1% 11 5.8%
ケアマネジャーが見つからない 3 1.0% 2 1.8% 1 0.5%
入院中のため不要 50 16.4% 26 22.8% 24 12.6%
その他 56 18.4% 18 15.8% 38 19.9%
無回答 27 8.9% 10 8.8% 17 8.9%
合計 305 100.0% 114 100.0% 191 100.0%

総計 男 女

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

サービスを利用したい 121 68.8% 43 65.2% 78 70.9%
施設に申込をしたい 13 7.4% 5 7.6% 8 7.3%
念のため（将来に備えて） 22 12.5% 10 15.2% 12 10.9%
紙おむつ購入費の支給を受けたい 8 4.5% 2 3.0% 6 5.5%
その他 3 1.7% 2 3.0% 1 0.9%
無回答 9 5.1% 4 6.1% 5 4.5%
合計 176 100.0% 66 100.0% 110 100.0%

男 女総計

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

在宅（自宅） 397 87.6% 117 89.3% 280 87.0%
グループホーム 4 0.9% 1 0.8% 3 0.9%
軽費老人ホーム（ケアハウス） 8 1.8% 0 0.0% 8 2.5%
有料老人ホーム 2 0.4% 0 0.0% 2 0.6%
介護老人福祉施設（特養） 11 2.4% 4 3.1% 7 2.2%
介護老人保健施設 19 4.2% 4 3.1% 15 4.7%
介護療養型医療施設 5 1.1% 2 1.5% 3 0.9%
その他 3 0.7% 1 0.8% 2 0.6%
無回答 4 0.9% 2 1.5% 2 0.6%
合計 453 100.0% 131 100.0% 322 100.0%

女総計 男

・介護サービスの利用を希望しない理由のうち，「本人が望んでいない」割合が男女とも高い。

・介護サービスの提供を希望する場所については，「在宅（自宅）」の割合が男女とも最も高い。

・要介護認定申請区分が更新・変更（介護）申請の方のうち，50％の人が介護サービスを利用
しており，サービスを利用していない人は 27％となっている。 

・介護サービス未利用者の認定申請の理由については，「サービスを利用したい」が最も多い。



 5

⑤ 介護サービス利用者の今後の利用意向 (対象：Ⅱ-２-①-利用している)  （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
⑥ 上記の理由 (対象：Ⅱ-２-⑤回答者)               （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 介護サービス利用料の月平均自己負担額                     （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 1ヵ月あたり平均利用額   17,408円 
○ 最大利用額        200,000円 

 
 
 
 
 

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
330 72.8% 89 67.9% 241 74.8%
116 25.6% 39 29.8% 77 23.9%
2 0.4% 0 0.0% 2 0.6%
1 0.2% 0 0.0% 1 0.3%
4 0.9% 3 2.3% 1 0.3%
453 100.0% 131 100.0% 322 100.0%

女

合計
無回答
使わない
減らしたい
増やしたい
現状維持

総計 男

人数
12
34
48
16
22
29
23
26
16
12
65
25
23
17
13
6
6
3
4
1
3
2
4
0
4
2
1
1
15

無回答 20
453合計

85,000～
90,000～
95,000～
100,000以上

65,000～
70,000～
75,000～
80,000～

45,000～
50,000～
55,000～
60,000～

25,000～
30,000～
35,000～
40,000～

9,000～
10,000～
15,000～
20,000～

5,000～
6,000～
7,000～
8,000～

1,000～
2,000～
3,000～
4,000～

利用料金（円）
0～

0

10

20

30

40

50

60

70

0
～

2
,0
0
0
～

4
,0
0
0
～

6
,0
0
0
～

8
,0
0
0
～

1
0
,0
0
0
～

2
0
,0
0
0
～

3
0
,0
0
0
～

4
0
,0
0
0
～

5
0
,0
0
0
～

6
0
,0
0
0
～

7
0
,0
0
0
～

8
0
,0
0
0
～

9
0
,0
0
0
～

1
0
0
,0
0
0
以
上

・上記の理由としては，サービスを利用したことによる本人の「満足度」や，本人・家族の希

望によるところが高い。 

・自己負担額について，10,000円台が最も高く，次いで 2,000
円台となっている。 
・10,000円以下が半数を占めている。 

・介護サービス利用者の今後の利用意向について，男女ともに「現状維持」が最も多い。 

選択項目
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
221 48.8% 70 53.4% 151 46.9%
22 4.9% 3 2.3% 19 5.9%
141 31.1% 37 28.2% 104 32.3%
36 7.9% 11 8.4% 25 7.8%
12 2.6% 3 2.3% 9 2.8%
21 4.6% 7 5.3% 14 4.3%
453 100.0% 131 100.0% 322 100.0%

総計 男 女

その他
無回答
合計

満足している
経済的負担の問題
本人・家族の希望
身体状態の変化
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⑧ 介護サービス利用料に対する負担感 (対象：Ⅱ-２-①-利用している) （SA） 

 
 
 
 
 
⑨ 現在利用している介護サービスの種類別満足度 (対象：Ⅱ-２-①-利用している)      （MA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 現在利用している介護サービスの種類別不満足度 (対象：Ⅱ-２-①-利用している)     （MA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ ケアプランに対する満足度及び不満足の理由 

ア  満足度 (対象：Ⅱ-２-①-利用している) （SA） 

 
 
 
 

選択項目 回答数 構成比
8 1.8%
8 1.8%
0 0.0%
11 2.4%
426 94.0%
453 100.0%　計

無回答
わからない
支払いが困難な額である
何とか支払える額である
無理なく支払える額である

選択項目 回答数 構成比
満足している 277 61.1%
ほぼ満足している 119 26.3%
どちらでもない 21 4.6%
やや不満に感じる 11 2.4%
不満である 3 0.7%
無回答 22 4.9%
　計 453 100.0%

・ケアプランに対する満足度については，

「満足している」と「ほぼ満足している」

の合計は，全体の８０％を超えている。 

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ) 93 20.5% 46 10.2% 4 0.9% 6 1.3% 2 0.4% 76 16.8% 226 49.9% 453 100.0%

訪問入浴介護 5 1.1% 2 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 112 24.7% 334 73.7% 453 100.0%

訪問看護 18 4.0% 6 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 109 24.1% 320 70.6% 453 100.0%

訪問リハビリテーション 1 0.2% 0 0.0% 2 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 113 24.9% 337 74.4% 453 100.0%

通所介護(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ) 143 31.6% 64 14.1% 16 3.5% 11 2.4% 3 0.7% 43 9.5% 173 38.2% 453 100.0%

通所リハ(ﾃﾞｲｹｱ) 23 5.1% 17 3.8% 3 0.7% 4 0.9% 1 0.2% 104 23.0% 301 66.4% 453 100.0%

特養への短期入所 15 3.3% 4 0.9% 3 0.7% 1 0.2% 2 0.4% 104 23.0% 324 71.5% 453 100.0%

老健施設への短期入所 2 0.4% 2 0.4% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 113 24.9% 335 74.0% 453 100.0%

居宅療養管理指導 4 0.9% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 112 24.7% 336 74.2% 453 100.0%

福祉用具貸与 57 12.6% 10 2.2% 3 0.7% 1 0.2% 2 0.4% 90 19.9% 290 64.0% 453 100.0%

介護老人福祉施設（特養） 8 1.8% 5 1.1% 2 0.4% 1 0.2% 0 0.0% 108 23.8% 329 72.6% 453 100.0%

介護老人保健施設 6 1.3% 10 2.2% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 110 24.3% 326 72.0% 453 100.0%

介護療養型医療施設 4 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 113 24.9% 336 74.2% 453 100.0%

総計利用したことがな
い

不満であるやや
不満に感じる

無回答どちらでもないほぼ
満足している

満足している

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ) 2 0.4% 0 0.0% 1 0.2% 3 0.7% 0 0.0% 1 0.2% 3 0.7% 443 97.8% 453 100.0%

訪問入浴介護 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

訪問看護 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

訪問リハビリテーション 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 452 99.8% 453 100.0%

通所介護(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ) 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0% 4 0.9% 447 98.7% 453 100.0%

通所リハ(ﾃﾞｲｹｱ) 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 1 0.2% 3 0.7% 448 98.9% 453 100.0%

特養への短期入所 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

老健施設への短期入所 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

居宅療養管理指導 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

福祉用具貸与 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 2 0.4% 450 99.3% 453 100.0%

介護老人福祉施設（特養） 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 452 99.8% 453 100.0%

介護老人保健施設 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 452 99.8% 453 100.0%

介護療養型医療施設 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 453 100.0% 453 0.0%

無回答親切丁寧でな
い・態度が悪
い

総計その他経済的負担が
増えた

施設の環境・
設備が悪い

サービスの質
が悪い

予定時間を
守ってくれな
い

体の状態が悪
くなった
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イ  不満足の理由 (対象：Ⅱ-２-⑪-(ｲ)やや不満に感じる・不満である) （MA） 
 
 
 
 
 
 
⑫ 介護サービス種類別現在の利用状況 (対象：Ⅱ-２-①-利用している)   （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬ 介護サービス種類別今後の利用希望 (対象：Ⅱ-２-①-利用予定・利用している)          （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択項目 回答数 構成比
本人の状態に合った計画でない 4 23.5%
本人・家族の意向を反映していない 3 17.6%
色々なサービス利用のアドバイスがない 1 5.9%
身体状況が変わった時の対応がない 1 5.9%
その他 7 41.2%
無回答 1 5.9%
　計 17 100.0%

・ケアプランに対する不満足の

理由については，「その他」が

多く，「利用回数が少ない」と

いう意見が多い。 

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 152 24.7% 27 4.4% 0 0.0% 88 14.3% 70 11.4% 279 45.3% 616 100.0%

訪問入浴介護 9 1.5% 4 0.6% 2 0.3% 156 25.3% 85 13.8% 361 58.6% 616 100.0%

訪問看護 30 4.9% 5 0.8% 2 0.3% 150 24.4% 81 13.1% 350 56.8% 616 100.0%

訪問リハビリテーション 7 1.1% 1 0.2% 2 0.3% 155 25.2% 83 13.5% 371 60.2% 616 100.0%

通所介護（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 212 34.4% 41 6.7% 2 0.3% 79 12.8% 46 7.5% 240 39.0% 616 100.0%

通所リハビリ(ﾃﾞｲｹｱ) 50 8.1% 9 1.5% 1 0.2% 135 21.9% 82 13.3% 344 55.8% 616 100.0%

特養への短期入所 60 9.7% 5 0.8% 2 0.3% 139 22.6% 77 12.5% 339 55.0% 616 100.0%

老健施設への短期入所 27 4.4% 1 0.2% 2 0.3% 149 24.2% 82 13.3% 362 58.8% 616 100.0%

居宅管理指導 8 1.3% 2 0.3% 2 0.3% 149 24.2% 89 14.4% 374 60.7% 616 100.0%

福祉用具貸与 108 17.5% 1 0.2% 2 0.3% 107 17.4% 78 12.7% 329 53.4% 616 100.0%

認知症対応型通所介護 1 0.2% 0 0.0% 2 0.3% 158 25.6% 88 14.3% 377 61.2% 616 100.0%

小規模多機能型居宅介護 4 0.6% 1 0.2% 2 0.3% 157 25.5% 88 14.3% 375 60.9% 616 100.0%

夜間対応型訪問介護 3 0.5% 1 0.2% 2 0.3% 158 25.6% 87 14.1% 377 61.2% 616 100.0%

無回答 合計利用したい 増やしたい 減らしたい 利用しない わからない

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 134 29.6% 21 4.6% 298 65.8% 453 100.0%

訪問入浴介護 7 1.5% 29 6.4% 417 92.1% 453 100.0%

訪問看護 24 5.3% 25 5.5% 404 89.2% 453 100.0%

訪問リハビリテーション 2 0.4% 30 6.6% 421 92.9% 453 100.0%

通所介護（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 198 43.7% 15 3.3% 240 53.0% 453 100.0%

通所リハビリ(ﾃﾞｲｹｱ) 40 8.8% 27 6.0% 386 85.2% 453 100.0%

特養への短期入所 28 6.2% 31 6.8% 394 87.0% 453 100.0%

老健施設への短期入所 5 1.1% 31 6.8% 417 92.1% 453 100.0%

居宅管理指導 3 0.7% 30 6.6% 420 92.7% 453 100.0%

福祉用具貸与 80 17.7% 21 4.6% 352 77.7% 453 100.0%

認知症対応型通所介護 0 0.0% 30 6.6% 423 93.4% 453 100.0%

小規模多機能型居宅介護 0 0.0% 30 6.6% 423 93.4% 453 100.0%

夜間対応型訪問介護 0 0.0% 30 6.6% 423 93.4% 453 100.0%

有 無 無回答 総計

・現在，介護サービスを利用している人については，「訪問介護」が全体の約 30％，「通所介護」
が全体の約 44％，「福祉用具貸与」が全体の約 18％を占めており，「訪問介護」「通所介護」
「福祉用具貸与」の合計は，全体の 90％を超えている。 

・現在，介護サービスを利用している人及び利用を予定している人の，「利用したい」サービス

は，「訪問介護」が全体の約 25％，「通所介護」が全体の約 34％，「福祉用具貸与」が全体の約
18％を占めている。 
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⑭ 地域密着型サービス種類別 今後の利用希望 (対象：Ⅱ-２-①-利用予定・利用している)      （SA） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 福祉用具購入・住宅改修・特別給付（紙おむつ購入費支給）の利用状況 (対象：Ⅱ-２-①-利用している) （SA） 

 
 
 
 
 
⑯ 紙おむつを購入している方の月あたり平均購入金額 (対象：Ⅱ-２－⑮－紙おむつ利用有) （SA） 

                          ○ 月額平均 5,935円 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑰ 福祉用具購入・住宅改修・特別給付（紙おむつ購入費支給）の利用満足度 
(対象：Ⅱ-２－⑮－福祉用具購入・住宅改修・特別給付利用あり)                         （SA） 

 
 
 
 
 
⑱ 福祉用具購入・住宅改修・特別給付（紙おむつ購入費支給）の今後の利用意向 
  (対象：Ⅱ-２-①-利用予定・利用している)                     （SA） 
 
 
 

項目 件数 構成割合
1,000 ～ 2,000 4 6.6%
2,001 ～ 3,000 5 8.2%
3,001 ～ 4,000 4 6.6%
4,001 ～ 5,000 13 21.3%
5,001 ～ 6,000 7 11.5%
6,001 ～ 7,000 5 8.2%
7,001 ～ 8,000 8 13.1%
8,001 ～ 9,000 0 0.0%
9,001 ～ 10,000 5 8.2%
10,001 以上 1 1.6%
無回答 9 14.8%

61 100.0%

・紙おむつの平均購入額については，

4,000円台が最も多い。 

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

小規模多機能型居宅介護 5 0.8% 5 0.8% 166 26.9% 120 19.5% 320 51.9% 616 100.0%

夜間対応型訪問介護 6 1.0% 4 0.6% 165 26.8% 120 19.5% 321 52.1% 616 100.0%

認知症対応型通所介護 5 0.8% 4 0.6% 166 26.9% 120 19.5% 321 52.1% 616 100.0%

認知症対応型ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 7 1.1% 6 1.0% 166 26.9% 117 19.0% 320 51.9% 616 100.0%

地域密着型小規模特定施設 4 0.6% 6 1.0% 164 26.6% 121 19.6% 321 52.1% 616 100.0%

地域密着型小規模特養 4 0.6% 7 1.1% 164 26.6% 120 19.5% 321 52.1% 616 100.0%

総計無回答わからない希望しない検討したい利用したい

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

福祉用具購入費の支給 42 6.8% 22 3.6% 552 89.6% 616 100.0%

住宅改修費の支給 50 8.1% 22 3.6% 544 88.3% 616 100.0%

紙おむつ購入費の支給 61 9.9% 20 3.2% 535 86.9% 616 100.0%

有 総計無回答無

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

10 23.8% 6 14.3% 1 2.4% 0 0.0% 1 2.4% 24 57.1% 42 100.0%

8 16.0% 7 14.0% 4 8.0% 0 0.0% 1 2.0% 30 60.0% 50 100.0%

11 18.0% 4 6.6% 2 3.3% 2 3.3% 1 1.6% 41 67.2% 61 100.0%

無回答 総数満足している ほぼ
満足している

どちらでもな
い

紙おむつ購入費の支給

住宅改修費の支給

福祉用具購入費の支給

やや不
満に感じる

不満である

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

福祉用具購入費の支給 54 8.8% 7 1.1% 555 90.1% 616 100.0%

住宅改修費の支給 46 7.5% 11 1.8% 559 90.7% 616 100.0%

紙おむつ購入費の支給 61 9.9% 9 1.5% 546 88.6% 616 100.0%

無し有り 総数無回答

・地域密着型サービスの利用希望については，全てのサービスで「希望しない」とする人が多い。
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⑲ 新たに実施を希望する特別給付について 
  (対象：Ⅱ-２-①-利用予定・利用している)             (SA) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳ 今後，介護サービスを受けたい場所 
  (対象：Ⅱ-２-①-利用予定・利用している)          （SA） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択項目 回答数 構成比
寝具乾燥サービス 23 3.7%
配食サービス 30 4.9%
移送サービス 68 11.0%
訪問理美容サービス 26 4.2%
その他 43 7.0%
保険料が高くなるため実施不要 154 25.0%
無回答 272 44.2%
　計 616 100.0%

・保険料が高くなるため実施不要とする意見が最も多いが，「移送サービス」の実施を希望する

意見もある。 

選択項目 回答数 構成比
在宅（自宅） 489 79.4%
グループホーム 7 1.1%
軽費老人ホーム（ケアハウス） 7 1.1%
高齢者世話付き住宅 1 0.2%
介護老人福祉施設（特養） 30 4.9%
介護老人保健施設 12 1.9%
介護療養型医療施設 7 1.1%
介護付き有料老人ホーム 0 0.0%
その他 5 0.8%
無回答 58 9.4%
　計 616 100.0%

・介護サービスを受けたい場所について，「在宅（自宅）」とする意見が全体の約 80％を占める
結果となった。 



 

 

(３) 介護保険料について （対象：全員） 

① 介護保険料段階の状況   (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
② 現在の介護保険料に対する負担感について                    (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 現在の介護保険料段階設定の考え方について                   (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 回答数 構成比
第1段階 30 3.3%
第2段階 153 17.0%
第3段階 71 7.9%
第4段階 349 38.8%
第5段階 131 14.6%
第6段階 114 12.7%
2号被保険者 31 3.4%
不明 21 2.3%
　計 900 100.0%

・今回の調査対象者は，世帯・本人課税者で

ある第 4 段階以上の方が全体の 60％以上
となった。 

・保険料に対する負担感のうち，「何とか支払える額である」が全体の 52.9％を占めている。 

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

第1段階 30 3.3% 4 2.3% 6 1.3% 2 2.0% 18 18.6% 0 0.0%

第2段階 153 17.0% 26 15.0% 83 17.4% 20 19.8% 17 17.5% 7 13.2%

第3段階 71 7.9% 11 6.4% 46 9.7% 4 4.0% 4 4.1% 6 11.3%

第4段階 349 38.8% 67 38.7% 179 37.6% 45 44.6% 38 39.2% 20 37.7%

第5段階 131 14.6% 21 12.1% 79 16.6% 17 16.8% 7 7.2% 7 13.2%

第6段階 114 12.7% 34 19.7% 56 11.8% 10 9.9% 7 7.2% 7 13.2%

2号被保険者 31 3.4% 4 2.3% 15 3.2% 3 3.0% 4 4.1% 5 9.4%

不明 21 2.3% 6 3.5% 12 2.5% 0 0.0% 2 2.1% 1 1.9%

900 100.0% 173 100.0% 476 100.0% 101 100.0% 97 100.0% 53 100.0%

100.0% 19.2% 52.9% 11.2% 10.8% 5.9%全体の構成比

無回答

合計

総計 無理なく支払
える額である

支払いが困難
な額である

何とか支払え
る額である

わからない

・介護保険料段階設定の考え方について，「今のままの設定でよい」とする意見が 38.1％と最も多い
意見であるが，一方で，「低所得者の負担を軽くし，他の段階の負担を増やすべき」とする意見も

20.7％あった。 

選択項目 無回答

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

第1段階 30 3.3% 9 2.6% 4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 16 6.5% 1 1.9%

第2段階 153 17.0% 56 16.3% 36 19.4% 7 14.9% 3 13.0% 43 17.4% 8 14.8%

第3段階 71 7.9% 30 8.7% 13 7.0% 2 4.3% 1 4.3% 18 7.3% 7 13.0%

第4段階 349 38.8% 135 39.4% 83 44.6% 13 27.7% 10 43.5% 89 36.0% 19 35.2%

第5段階 131 14.6% 49 14.3% 26 14.0% 7 14.9% 4 17.4% 37 15.0% 8 14.8%

第6段階 114 12.7% 49 14.3% 13 7.0% 15 31.9% 3 13.0% 29 11.7% 5 9.3%

2号被保険者 31 3.4% 9 2.6% 9 4.8% 2 4.3% 2 8.7% 6 2.4% 3 5.6%

不明 21 2.3% 6 1.7% 2 1.1% 1 2.1% 0 0.0% 9 3.6% 3 5.6%

900 100.0% 343 100.0% 186 100.0% 47 100.0% 23 100.0% 247 100.0% 54 100.0%

100.0% 38.1% 20.7% 5.2% 2.6% 27.4% 6.0%

合計

全体の構成比

総計 今のままの設定
でよい

低所得者（第
１・２段階）の
負担額を軽く
し，他の段階の
負担を増やすべ
き

低所得者（第
１・２段階）と
高所得者（第
５・６段階）の
負担格差を小さ
くすべき

その他 わからない



 

 

④ 介護保険料と保険給付のあり方について                     (SA) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・介護保険料と保険給付のあり方について，「保険料もサービスも現状のままでよい」とする意

見が全体の 47.2％と最も多い意見であった。 
・また，「サービスの水準を今より抑えても，保険料が低くなるほうがよい」とする意見が，「保

険料が高くなってもよいから，サービスを充実させたほうがよい」という意見を上回った。 

選択項目 無回答

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

第1段階 30 3.3% 1 1.5% 7 1.6% 0 0.0% 1 2.7% 20 7.5% 1 4.5%

第2段階 153 17.0% 9 13.4% 73 17.2% 23 28.4% 4 10.8% 39 14.6% 5 22.7%

第3段階 71 7.9% 4 6.0% 35 8.2% 5 6.2% 2 5.4% 25 9.3% 0 0.0%

第4段階 349 38.8% 17 25.4% 181 42.6% 33 40.7% 15 40.5% 96 35.8% 7 31.8%

第5段階 131 14.6% 11 16.4% 64 15.1% 10 12.3% 4 10.8% 39 14.6% 3 13.6%

第6段階 114 12.7% 17 25.4% 48 11.3% 8 9.9% 7 18.9% 31 11.6% 3 13.6%

2号被保険者 31 3.4% 5 7.5% 9 2.1% 2 2.5% 4 10.8% 9 3.4% 2 9.1%

不明 21 2.3% 3 4.5% 8 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 9 3.4% 1 4.5%

900 100.0% 67 100.0% 425 100.0% 81 100.0% 37 100.0% 268 100.0% 22 100.0%

100.0% 7.4% 47.2% 9.0% 4.1% 29.8% 2.4%

合計

全体の構成比

サービスの水
準を今より抑
えても，保険
料が低くなる
ほうがよい

その他 わからない総計 保険料が高く
なってもよい
から，サービ
スを充実させ
たほうがよい

保険料もサー
ビスも現状の
程度でよい



調査日：　　月　　　日　調査員名：

№

1   □①男性 　　□②女性

　□①４０～６４歳　　　□②６５～６９歳　　　□③７０～７４歳

3 申請区分

　□④その他（　　       　     　　    　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□①配偶者(夫)　　 　 □②配偶者(妻)　    □③息子　    　□④娘

　□⑩その他(　 　    　 　      　 　　　  　　　　　　　　　　　　　　)

　□①利用していない　　□②利用予定なし(新規申請)　　□③利用予定(新規申請)

 　（No.8へ続く） 　　 （No.8へ続く） （No.9へ続く）

　□④利用している

  □④使いたいサービスがない（使いたいサービス:　　    　   　　　　　　）

  □⑤利用の仕方がよく分からない  　□⑥ケアマネージャーが見つからない

　□⑦入院中のため不要　 □⑧その他(　 　  　　　 　　　　　　　　　　　）

　※①～④のいずれかを回答した場合(利用希望のない方)は⇒No.21へ

　□①サービスを利用したい □②施設に申込をしたい □③念のため(将来に備えて)

　□①在宅（自宅）  　  □②認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

　□③軽費老人ホーム（ケアハウス）　　□④有料老人ホーム

　□⑤介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）　　□⑥介護老人保健施設　

No.１１～１７の調査項目は，介護サービスを利用している方のみ回答してください。

　□④身体状態の変化　　□⑤その他(　　 　　  　　　　　　 　　　　　　　)

約 （１００円単位）

世帯状況

未利用の理由

サービス利用状況

11 今後の利用意向

№11の理由

利用料の自己負担額13

12

　　 介護保険に関するアンケート調査表 　（平成２０年５月実施）

　□⑤息子の配偶者(嫁)　□⑥娘の配偶者(婿)　□⑦その他の親族

年齢（満年齢）

主な介護者

No.１～４の項目は，基本情報のため，事前に記入してください。

6

4

　□④７５～７９歳　　　□⑤８０～８４歳　　　□⑥８５歳以上

5

性別

　□①新規申請　　□②更新申請　　□③変更申請（介護申請を含む）　　

選           択          肢

No.５～１０の調査項目は，すべての方が対象となります。　

　□①要支援１ 　　□②要支援２　 　□③経過的要介護　　 □④要介護１ 

　□⑤要介護２  　 □⑥要介護３   　□⑦要介護４　 　    □⑧要介護５

設     問

2

要介護度

　□⑦介護療養型医療施設 　　□⑧その他（　 　   　 　　  　　　　　　　）

　□①満足している　  　□②経済的負担の問題　 　 □③本人･家族の希望

　□①現状維持　　□②増やしたい　　□③減らしたい　　□④使わない

００円

１か月あたり　

　□④紙おむつ購入費の支給を受けたい □⑤その他（　　　　　　　　　　 　）

（No.10へ続く）

　□①独居　   □②高齢者のみの世帯 　  □③高齢者以外の同居者がいる 

　□⑧ホームヘルパー等の介護の専門家　    　□⑨いない

  □①家族介護で十分 　  □②本人が望んでいない  　□③経済的負担が増える

7

10
サービスを受けてい
る場所

申請理由

8

9

複数可

複数可



　□①無理なく支払える額である　 　□②何とか支払える額である 　

15

・ 各サービス毎に該当する選択肢の番号に○を付ける。

・ 不満足な理由の選択肢の中で，その他（7）と回答した場合 の理由を簡単に記入

　□①満足している      　　□②ほぼ満足している　  　□③どちらでもない

対する満足度

　※①～③を回答した場合は⇒No.18へ

　□①本人の状態に合った計画でない 　 □②本人･家族の意向を反映していない

　□③色々なサービス利用のアドバイスがない

　□④身体状況が変わった時の対応がない　

　□⑤その他(　  　　                                    　　　　　　)

73 4 5 6

7

13.介護療養型医療施設 1 2 3 4 5 6 1 2

3 4 5 6

7

12.介護老人保健施設 1 2 3 4 5 6 1 2

3 4 5 65 6 1 2

に感じた理由

7

そ
の
他 №

№

11.介護老人福祉施設（特養） 1 2 3 4

3 4 5 65 6 1 21 2 3 4

4 5 6 7

7

1 2 3 4 5 6 1 2 3

3 4 5 65 6 1 21 2 3 4

4 5 6 7

7

1 2 3 4 5 6 1 2 3

3 4 5 6

6 7

1 2 3 4 5 6 1 2

2 3 4 5

5 6 7

1 2 3 4 5 6 1

1 2 3 4

6 7

1 2 3 4 5 6 7

2 3 4 5

5 6 7

1 2 3 4 5 6 1

1 2 3 4

利用しているサービ

№

満 足 度

    サービスの種類

の理由

スの満足度・不満足

不満足な理由

満
足
し
て
い
る

ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

サ
ー

ビ
ス
の
質
が
悪
い

施
設
の
環
境
・
設
備
が
悪
い

経
済
的
負
担
が
増
え
た

そ
の
他

16
サービス計画に

1 2 3 4

9. 居宅療養管理指導

17
№16の不満足

14
　□③支払が困難な額である　　　 　□④わからない

サービス種類

№

3. 訪問看護

4. 訪問リハビリテーション

不満足な理由

　□④やや不満に感じている　□⑤不満である

利用料の負担感

や
や
不
満
に
感
じ
る

不
満
で
あ
る

利
用
し
た
こ
と
が
な
い

親
切
丁
寧
で
な
い
・
態
度
が
悪
い

体
の
状
態
が
悪
く
な
っ

た

予
定
時
間
を
守
っ

て
く
れ
な
い

10.福祉用具貸与

8. 老健施設への短期入所

6

5. 通所介護(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)

6. 通所リハ(ﾃﾞｲｹｱ)

7. 特養への短期入所

1 2 3 4 5 6

1. 訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)

2. 訪問入浴介護

5 6

1 2 3 4 5

複数可

複数可



No.１８～２０の調査項目は，現在，介護サービスを現在利用している方，
　　　　　　　　　 または，今後，利用を希望する方が対象となります。

・ 現在の利用の有無及び今後利用したい・増やしたいと思うサービス欄に○を記入

【  選 択 肢  】

1. 訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 1  利用したい

2  増やしたい

※ 3. 訪問看護 3  減らしたい

※ 4

5

※

※

※

・ 各サービス毎に該当する選択肢の番号に○を付ける。

【　選 択 肢　】

1. 小規模多機能型居宅介護 1  利用したい

2. 夜間対応型訪問介護 2  検討したい

3. 認知症対応型通所介護 3  希望しない

4. 認知症対応型ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 4

5. 地域密着型小規模特定施設

6. 地域密着型小規模特養

・ 各サービス毎に該当する欄に○を付ける。

14.福祉用具購入費の支給

15.住宅改修費の支給

16.紙おむつ購入費の支給

・ 在宅で紙おむつを利用している方の１か月あたりの平均購入額

約

(１００円単位)

　□④訪問理美容　 □⑤その他(　　　　　　　 　　   　　　　　　　　　　）

　□⑥保険料が高くなるため実施不要　　

今後サービスを受け 　□①在宅（自宅）  　  □②認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

　□③軽費老人ホーム(ケアハウス)  　　□④高齢者世話付き住宅

3 4

1 2 3 5 6

００円

4

6

1 2 3 4 5 6

今後の
利用希望

1 2 3 4

満　足　度

1 52

1 2 3 4

1 2 3

わからない1 2 3

1 2 3 4

2 3 4

4

4 5

4

1 2 3

5

1

1 2 3

43

1 2

1 2

5

3 4 5

4

3 4

3 4

5

5

8. 老健施設への短期入所

9. 居宅管理指導 1 2

1 2

3 41 2 5

7. 特養への短期入所 1 2 3 4 5

6. 通所リハビリ(ﾃﾞｲｹｱ)

5 利用しない

5. 通所介護（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 1 2 3 4 5 わからない

1 2 3 4

5

1 2 3

1 2 3 4

5

1 2 3

4

4 5

現状と希望

介護サービス毎の
18

20
たい場所

　□①寝具乾燥サービス　　□②配食サービス　　□③移送サービス　

サービスの種類（予防含）

特別給付

現在の利用の
有無

2. 訪問入浴介護

  □⑨その他（　　  　　 　　                           　　　　　　　　）

　□⑤介護老人福祉施設（特別養護老人ホ－ム）　　　□⑥介護老人保健施設

10.福祉用具貸与

11.認知症対応型通所介護

4. 訪問リハビリテーション

今後の利用希望

13.夜間対応型訪問介護

サービスの種類

サービスの種類

19
実施してほしい

　□⑦介護療養型医療施設　　　□⑧介護付き有料老人ホーム　　

12.小規模多機能型居宅介護

現在の利
用の有無

利　用　意　向

【 選  択  肢 】
1 満足している
2 ほぼ満足している
3 どちらでもない
4 やや不満に感じる
5 不満である
6 利用したことがない



No.２１～２４の調査項目は，すべての方が対象です。

　□①無理なく支払える額である　　 　□②何とか支払える額である 　

　□①今のままの設定でよい　 

　□③低所得層(第1・2段階)と高所得層(第5・6段階)の負担格差を小さくすべき

　□①保険料が高くなってもよいから，サービスを充実させた方がよい　 

　□②保険料もサービスも現状の程度でよい

　□③サービスの水準を今より抑えても，保険料が低くなる方がよい。

・ 要望等があれば，簡単に記入

関する要望等

※ 以下も忘れずに必ず記入してください。

に対する考え方

　□④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　□⑤わからない

保険料とサービスの

24

保険料の負担感

について

介護保険に

21

22

23

居住地を担当する
地域包括支援ｾﾝﾀｰ

整　理　№ Ｓ Ｎ

　□②低所得層(第1・2段階)の負担額を軽くし,他の段階の負担を増やすべき

　□③支払が困難な額である　　　　 　□④わからない

以上でアンケート調査は終了です。ご協力ありがとうございました。

現在の保険料の段階

あり方

　□④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　□⑤わからない



 －１－

本市の高齢化の状況と将来推計について 

 

１ 高齢者人口と高齢化率の推移の見通し 

・ 総人口：５０３，００７人（平成２０年３月末現在） 

・ ６５歳以上の高齢者人口：９１，５６６人 

・ 高齢化率：１８．２０％（全国平均２０．８％，県平均２０．４９％） 

 

・ 総人口は，平成２０年３月末現在，５０万３千７人であり，将来人口は，国や県

が既に減少しているなか，今後も緩やかに人口増加を続け，平成２２年には，現在

よりも６，６４１多い，約５０万９千６百人になると見込まれている。 
・ 高齢者人口は，約９万１千人であり，平成２３年は約１万人多い約１０万１千人

に達すると見込まれている。 
・ 高齢化率は，１８．２０％と全国平均より２．６ポイント，県平均より２．２９

ポイント低くなっているが，平成２３年には１９．８０％に達すると見込まれてい

る。 
 

○ 人口の推移（資料：宇都宮市「住民基本台帳人口」） 

区 分 平成１７年 平成１８年 平成１９年 

総人口（年度末） ４５２，３１０人 ５００，２１５人 ５０３，００７人 

高齢者人口 ７７，４４０人 ８８，６４６人 ９１，５６６人 

高齢化率 １７．１２％ １７．７２％ １８．２０％ 

うち後期高齢者人口 ３３，９６１人 ３９，２７０人 ４０，９０４人 

高齢者人口に占める 

後期高齢化率 
４３．８５% ４４．３０% ４４．６７％ 

 

○ 推計人口（資料：平成２０年３月 「第５次宇都宮市総合計画」） 

区 分 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 

推計総人口 ５０７，９７６人 ５０８，８１２人 ５０９，６４８人 ５１０，１５７人

高齢者人口 ９３，７８２人 ９５，８１１人 ９７，８４０人 １０１，０１４人

高齢化率 １８．４６％ １８．８％ １９．２０％ １９．８０％

うち後期高齢者人口 ４１，７５２人 ４２，７３４人 ４３，７１４人 ４５，１６８人

高齢者人口に占める 

後期高齢化率 
４４．５２％ ４４．６０％ ４４．６８％ ４４．７１％

 

参考資料４



 －２－

２ 高齢者のいる世帯の状況 

・ 総世帯数：１９６，７３２世帯（平成１７年） 

・ ６５歳以上の高齢者のいる世帯数：５７，２３６世帯 

・ 総世帯数に占める高齢者のいる世帯の割合：２９．０９％ 

（全国平均３８．５％，県平均３６．９％） 

 

   ・ 本市の総世帯数は，平成１２年の約１８万世帯から，平成１７年には約１９万

６千世帯に増加しており，平成３４年には，約２１万９千世帯まで増加すると見

込まれている。 

・ ６５歳以上の高齢者のいる世帯数は，平成１２年の４万８千世帯から平成１７

年には約５万７千世帯と総世帯数の増加よりも急激に増加を続けており，総世帯

数に占める割合も２９．０９％という状況にあるものの，全国平均や県平均より

は下回っている。 

 ・ 高齢者の属する世帯の内訳を見てみると，子ども等との同居世帯が減少する一

方，夫婦のみ世帯や，ひとり暮らし世帯が急増しており，核家族化が顕著に現れ

ている。 

 

○ 高齢者世帯数の推移（資料：総務省統計局「国勢調査」 １市２町合計により作成） 

区 分 平成１２年 平成１７年 

総世帯数 １８０，７９６世帯 １９６，７３２世帯

６５歳以上の高齢者の世帯 

（高齢者世帯の割合） 

４８，５４３世帯

（２６．８５％）

５７，２３６世帯

（２９．０９％）

高齢者夫婦の世帯 １１，６３１世帯 １４，４６９世帯核家族 
世 帯 それ以外の核家族世帯 ９，０２７世帯 １２，２５２世帯

高齢者の単身世帯 ８，３１２世帯 １１，３０４世帯

子と同居している世帯 １９，５０６世帯 １９，１２５世帯

 親族以外と同居している世帯 ６７世帯 ８６世帯

 
○ 総世帯数の推移（資料：「住民基本台帳」） 

 平成１８年 平成１９年 平成２０年 
宇都宮市 （１９７，７０８世帯） ２０１，７８１世帯 ２０５，７８４世帯

旧宇都宮市 １８３，２８３世帯

旧上河内町 ２，７２２世帯

旧河内町 １１，７０３世帯

 
○ 総世帯数の推計（資料：平成２０年３月 「第５次宇都宮市総合計画」 

 平成２１年 平成２２年 平成２３年 
総世帯数 ２０５，７８０世帯 ２０７，１５０世帯 ２０８，３９０世帯

 



 －３－

３ 平均寿命の状況 

・ 男性７８.５歳 ，女性８５.７歳（平成１７年 宇都宮市） 

（全国平均：男性７８.５歳 ，女性８５.５歳） 

（県平均 ：男性７８.０歳 ，女性８５.０歳） 

 

・ 「市区町村別生命表（平成１７年厚生労働省）」によると，本市の平均寿命は，

男性７８．５歳，女性８５．７歳であり，男性については，全国平均同様であり

県平均を０．５歳上回っているが，女性については，全国平均を０．２歳，県平

均を０．７歳も上回っている。 

・ 平成１２年の同調査結果（男性７７．６歳，女性８４．６歳）と比較すると，

男女ともに伸びており，男性が０．９歳，女性が１．１歳も伸びている。 

 

４ 高齢者の就業状況 

・ 就業者数 ２２１，０８９人（平成１７年 宇都宮市） 

・ 高齢者の就業者数：１４，５０５人 

・ 高齢者の占める割合：６．５％ 

 

   ・ 本市の就業者数は，平成１７年では２２万１，０８９人であり，平成１２年の

２２万６，３５３人から約５，０００人減少している。 

   ・ 高齢者の就業者は，１万４，５０５人であり，平成１２年の１万３，１９１人

よりも約１，３００人も減少している。 

・ 就業者全体に占める高齢者の割合は６．５％であり，平成１２年の５．８％よ

りも増加している。産業別では，農業の平均年齢が６０歳であり，就業者に占め

る高齢者の割合も４１．７％と最も多く，農業従事者の高齢化が現れている。 

 

○ 就業者数及び平均年齢 （資料：平成１７年「国勢調査（宇都宮市）」より作成） 

  農業 建設業 製造業 卸売・小売 サービス業 その他 総数 

就業者総数 5,600 人 17,724 人 38,669 人 42,559 人 40,060 人 76,477 人 221,089 人

平均年齢 60.0 歳 45.2 歳 42.5 歳 43.7 歳 43.3 歳 43.8 歳 43.8 歳

65 歳以上の

就業者数 
2,333 人 1,107 人 1,329 人 2,919 人 2,654 人 4,163 人 14,505 人

65～74 歳 1,542 人 989 人 1,131 人 2,254 人 2,218 人 3,269 人 11,403 人 

 75 歳以上 791 人 118 人 198 人 665 人 436 人 894 人 3,102 人

高齢者の 

占める割合 
41.7％ 6.2％ 3.4％ 6.9％ 6.6％ 5.4％ 6.5％



 －４－

５ 要介護認定者（要支援・要介護者）の状況 

・ 高齢者人口  ：９１，５６６人（平成２０年３月末） 

・ 要介護認定者数：１３，７７１人 

・ 要介護認定率 ：１５．０４％（国平均１６．６％，県平均１４．７％） 

 

   ・ 本市の介護保険制度における要介護認定者数については，平成２０年度末現在

約１万３千人となっており，平成１８年度から２６６人増加している。 
・ 高齢者人口に占める要介護認定者数の割合は，１５．０４％となっており，平

成１８年度に比べて０．１９ポイント減少している。 

・ 要介護認定者は，平成２６年度には，現在よりも約７千人多い約２万人に達し，

要介護認定率も１８．９７％を占め，高齢者の約５人に１人が要介護認定者にな

ると見込まれている。 

 

○ 要介護認定者数の推移（資料：第４次高齢者保健福祉計画・第３期介護保険事業計画 

１市２町合計により作成） 

項 目 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

高齢者数 65,497 人 68,060 人 70,679 人 72,395 人 74,696 人

要介護認定者数 6,742 人 8,251 人 9,590 人 11,109 人 12,197 人

要介護認定率 10.29% 12.12% 13.57% 15.34% 16.33%

 

区 分 平成１７年 平成１８年 平成１９年
平成２０年 

見込み 

平成２６年

見込み 

高齢者数 77,440 人 88,646 人 91,566 人 94,306 人 110,533 人

要介護認定者数 12,127 人 13,505 人 13,771 人 15,632 人 20,963 人

要介護認定率 15.66% 15.23% 15.04％ 16.58％ 18.97％

 

○ 要支援・要介護高齢者数の推移 

区 分 平成１８年 平成１９年 
平成２０年 
見込み 

平成２６年 
見込み 

要支援１ 1,514 人 1,507 人 2,660 人 3,854 人

要支援２ 1,625 人 2,090 人 2,957 人 3,958 人

要介護１ 2,997 人 2,340 人 1,983 人 2,647 人

要介護２ 2,189 人 2,420 人 2,294 人 2,941 人

要介護３ 2,024 人 2,133 人 2,016 人 2,634 人

要介護４ 1,754 人 1,857 人 1,943 人 2,568 人

要介護５ 1,402 人 1,424 人 1,779 人 2,361 人

要
介
護
認
定
者 

合計 13,505 人 13,771 人 15,632 人 20,963 人




